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教 科 名 科 目 名 学 年 履修形態 単位数 担 当 者

国 語 現代の国語 １ 必 修 ２ 岡 崎 淳 一

使用教科書 第一学習社 高等学校現代の国語

使用副教材 第一学習社 ネクスト常用漢字

科目の目標 知識及び技能 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語

文化に対する理解を深めることができるようにする。

思考力表現力 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わり

判断力等 の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるよう

にする。

学びに向かう力 言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ

人間性等 せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろ

うとする態度を養う。

学 習 の 知識及び技能 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語

到 達 目 標 文化に対する理解を深めることができる。

思考力表現力 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わり

判断力等 の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる。

学びに向かう力 言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ

人間性等 せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろ

うとする態度を自ら培うことができる。

学 習 の 原則毎時間、漢字の小テストを実施する。

留 意 点

評 価 規 準 【知識・技能】

実社会に必要な国語の知識や技能を身につけている。

【思考・判断・表現】

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考える力や深く

共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分

の思いや考えを広げたり深めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりしな

がら、言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに、読書に親しむことで自己を向

上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもとうとしている。
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年間学習計画
評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態度：主体的に学習に取り組む態度）

月 時数 単元・学習内容 評価規準 評価方法

「生きもの」として生きる 【知】実社会において理解したり表現 【知】漢字の小テスト

４ ６ （中村桂子） したりするために必要な語句の量を増 発問評価

評論のしるべ やすとともに、語句や語彙の構造や特 指名音読

色、用法及び表記の仕方などを理解し、 定期考査

筆者の提案する人間の生き方 話や文章の中で使うことを通して、語 【思】発問評価

について、文章構成をもとに 感を磨き語彙を豊かにしている。 発表・報告

把握し、自分に照らして考え 【思】「書くこと」（３ｈ）において、 定期考査

を深める。 自分の考えが的確に伝わるよう、根拠 【主】活動観察

の示し方や説明の仕方を考えるととも

に、表現の仕方を工夫している。

「読むこと」（３ｈ）において、文章

に含まれている情報を相互に関係づけ

ながら、内容や書き手の意図を解釈す

るとともに、自分の考えを深めている。

【主】粘り強く本文の構成と論理の展

開を捉え、学習課題に沿ってまとめよ

うとしている。

羅生門 【知】比喩などの修辞について理解を 【知】漢字の小テスト

５ ６ （芥川龍之介） 深めている。 発問評価

文学のしるべ 主張と論拠など情報と情報との関係に 指名音読

ついて理解している。 定期考査

下人の行動や心理をもとに場 【思】「話すこと・聞くこと」（１ｈ） 【思】発問評価

面の展開を捉え、老婆の語る において、自分の考えが的確に伝わる 指名音読

論理が下人の決断に与えた影 よう、自分の立場や考えを明確にする 発表・報告

響を読み取るなどして、自分 など、話の構成や展開を工夫している。 定期考査

の意見や考えを論述する。 「書くこと」（３ｈ）において自分の 【主】活動観察

考えが的確に伝わるよう、根拠の示し

方や説明の仕方を考えるとともに、表

現の仕方を工夫している。

「読むこと」（２ｈ）において文章に

含まれている情報を相互に関係づけな

がら、内容や書き手の意図を解釈する

とともに、自分の考えを深めている。

【主】自分の意見や考えを論述するた

めに、文章の内容や構成、論理の展開

の仕方などを積極的に捉えようとして

いる。

内容の解釈を踏まえて粘り強く下人の

行為を評価し、表現の仕方を工夫して

書こうとしている。

「本当の自分」幻想 【知】主張と論拠など情報と情報との 【知】漢字の小テスト

６ ６ （平野啓一郎） 関係について理解している。 発問評価

評論のしるべ 【思】「話すこと・聞くこと」（２ｈ） 指名音読
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において、目的や場に応じて、様々な 定期考査

主題に至る論の構造を把握し、 観点から情報を収集、整理して、伝え 【思】発問評価

主張に説得力を持たせるため 合う内容を検討している。 発表・報告

の論の展開について考える。 「書くこと」（２ｈ）において、自分 定期考査

の考えが的確に伝わるよう、根拠の示 【主】活動観察

し方や説明の仕方を考えるとともに、

表現の仕方を工夫している。

「読むこと」（２ｈ）において、文章

の種類を踏まえて、内容や構成、論理

の展開などについて叙述を基に的確に

捉え、要旨や要点を把握している。

【主】積極的に本文中に根拠を求め、

筆者の主張に対する自分の考えを、表

現の仕方を工夫して書こうとしてい

る。

話し方の工夫 【知】話し言葉と書き言葉の特徴や役 【知】漢字の小テスト

７ ４ 待遇表現 割、表現の特色を踏まえ、正確さ、分 発問評価

かりやすさ、適切さ、敬意と親しさな 活動観察

話し言葉と書き言葉の特徴を どに配慮した表現や言葉遣いについて 【思】発問評価

理解する。 理解し使っている。 発表・報告

相手目的場面に応じた言葉遣 【思】「話すこと・聞くこと」（２ｈ） 活動観察

いを理解する。 において、話し言葉の特徴を踏まえて 【主】活動観察

敬語表現を意識した言葉遣い 話したりするなど、相手の理解が得ら

を理解する。 れるように表現を工夫している。

「話すこと・聞くこと」（２ｈ）にお

いて、目的や場に応じて、様々な観点

から情報を収集、整理して、伝え合う

内容を検討している。

【主】積極的に話し言葉と書き言葉の

違いを理解し、学習課題に沿って話し

合おうとしている。

積極的に敬語表現を理解し、学習課題

に沿って使おうとしている。

砂に埋もれたルコルビュジェ 【知】文章の効果的な組み立て方や、 【知】漢字の小テスト

８ ７ （原田ハマ） 接続の仕方について理解している。 発問評価

文学のしるべ 実社会との関わりを考えるための読書 指名音読

の意義と効用について理解を深めてい 定期考査

父との過去の会話を重層的に る。 【思】発問評価

描いた構成を把握し、一冊の 【思】「話すこと・聞くこと」（２ｈ） 指名音読

本にまつわる3人の人間の思い において、話し言葉の特徴を踏まえて 発表・報告

を読み取るなどして、自分の 話したりするなど、相手の理解が得ら 定期考査

意見や考えを論述する。 れるように表現を工夫している。 【主】活動観察

「書くこと」（３ｈ）において、自分

の考えが的確に伝わるよう、根拠の示

し方や説明の仕方を考えるとともに、

表現の仕方を工夫している。

「読むこと」（２ｈ）において文章に

含まれている情報を相互に関係づけな
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がら、内容や書き手の意図を解釈する

とともに、自分の考えを深めている。

【主】自分の意見や考えを論述するた

めに、文章の内容や構成、論理の展開

の仕方などを積極的に捉えようとして

いる。

本文に叙述された本に対する思いを積

極的に読み取り、自分にとって思い入

れのある本を、根拠を示してまとめよ

うとしている。

水の東西 【知】主張と論拠など情報と情報との 【知】漢字の小テスト

９ ６ （山崎正和） 関係について理解している。 発問評価

評論のしるべ 個別の情報と一般化された情報との関 指名音読

係について理解している。 定期考査

東西の比較関係を用いながら、 【思】「話すこと・聞くこと」（１ｈ） 【思】発問評価

日本の水文化に見られる特徴 において、目的や場に応じて、様々な 発表・報告

について論じる叙述の方法を 観点から情報を収集、整理して、伝え 定期考査

把握する。 合う内容を検討している。 【主】活動観察

「書くこと」（３ｈ）において、目的

や意図に応じて、実社会の中から適切

な題材を決め、集めた情報の妥当性や

信頼性を吟味して、伝えたいことを明

確にしている。

「読むこと」（２ｈ） において、文

章に含まれている情報を相互に関係づ

けながら、内容や書き手の意図を解釈

するとともに、自分の考えを深めてい

る。

【主】個別の情報を一般化する筆者の

論理について自分の考えを持ち、表現

を工夫してまとめようとしている。

水を用いた芸術や仕掛けについて積極

的に題材を探し、表現の仕方を工夫し

て説明しようとしている。

論理的な表現 【知】主張と論拠など情報と情報との 【知】漢字の小テスト

５ 情報の探索と選択 関係について理解している。 発問評価

情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方に 活動観察

論理的に表現するための、主 ついて理解を深めている。 【思】発問評価

張と理由の関係性や妥当性に 【思】「話すこと・聞くこと」（３ｈ） 発表・報告

ついて理解する。 において、自分の考えが的確に伝わる 活動観察

必要な情報を探す方法を理解 よう、自分の立場や考えを明確にする 【主】活動観察

する。 など、話の構成や展開を工夫している。

「書くこと」（２ｈ）において、自分

の考えが的確に伝わるよう、根拠の示

し方や説明の仕方を工夫している。

【主】進んで主張と根拠と理由付けの

関係性を理解し、学習課題に沿って話

し合ったりしようとしている。
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無彩の色 【知】文章の効果的な組み立てや接続 【知】漢字の小テスト

10 ７ （港千尋） の仕方について理解している。 発問評価

評論のしるべ 主張と論拠など情報と情報との関係に 指名音読

ついて理解している。 定期考査

ネズミ色のイメージをマイナ 【思】「話すこと・聞くこと」（３ｈ） 【思】発問評価

スからプラスに転じる論展開 において、目的や場に応じて、様々な 発表・報告

と、筆者が論拠としてあげる 観点から情報を収集、整理して、伝え 定期考査

事例を把握する。 合う内容を検討している。 【主】活動観察

「書くこと」（２ｈ）において、目的

や意図に応じて、適切な題材を決め、

集めた情報の妥当性や信頼性を吟味し

て、伝えたいことを明確にしている。

「読むこと」（２ｈ） において、文

章に含まれている情報を相互に関係づ

けながら、内容や書き手の意図を解釈

するとともに、自分の考えを深めてい

る。

【主】例示された個別の情報を具体的

に検証し、筆者の考えとの関係を説明

しようとしている。

本文に例示された「茶の湯」と「千利

休」について調べたことを進んで報告

し、自分の考えを深めようとしている。

夢十夜 【知】文章の効果的な組み立てや接続 【知】漢字の小テスト

11 ５ （夏目漱石） の仕方について理解している。 発問評価

主張と論拠など情報と情報との関係に 指名音読

文学のしるべ「夢」という非 ついて理解している。 定期考査

現実性を持った世界において、 【思】「話すこと・聞くこと」（１ｈ） 【思】発問評価

「自分」は何を判断の根拠と において、自分の考えが的確に伝わる 指名音読

しているかを読み解くなどし よう、自分の立場や考えを明確にする 発表・報告

て、自分の意見や考えを論述 など、話の構成や展開を工夫している。 定期考査

する。 「書くこと」（２ｈ）において、読み 【主】活動観察

手の理解が得られるよう、情報の分量

や重要度などを考えて、文章の構成や

展開を工夫している。

「読むこと」（２ｈ）において文章に

含まれている情報を相互に関係づけな

がら、内容や書き手の意図を解釈する

とともに、自分の考えを深めている。

【主】自分の意見や考えを論述するた

めに、文章の内容や構成、論理の展開

の仕方などを積極的に捉えようとして

いる。

現代の「世論操作」 【知】実社会において理解したり表現 【知】漢字の小テスト

12 ８ （林香里） したりするために必要な語句の量を増 発問評価

評論のしるべ やすとともに、語句や語彙の構造や特 指名音読

１ 色、用法及び表記の仕方などを理解し、 定期考査
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評論のしるべ情報操作の具体 話や文章の中で使うことを通して、語 【思】発問評価

例を通して筆者が提起する課 感を磨き語彙を豊かにしている。 発表・報告

題を理解し、メディア社会に 【思】「話すこと・聞くこと」（２ｈ） 定期考査

生きるものとして問題意識を において、自分の考えが的確に伝わる 【主】活動観察

持つ。 よう、自分の立場や考えを明確にする

など、話の構成や展開を工夫している。

「書くこと」（３ｈ）において、自分

の考えが的確に伝わるよう、根拠の示

し方や説明の仕方を考えるとともに、

表現の仕方を工夫している。

「読むこと」（３ｈ）において文章に

含まれている情報を相互に関係づけな

がら、内容や書き手の意図を解釈する

とともに、自分の考えを深めている。

【主】粘り強く本文の構成と論理の展

開を捉え、学習課題に沿ってまとめよ

うとしている。

現代社会の課題を把握し、根拠の示し

方や説明の仕方を考えて書こうとして

いる。

ロビンソン的人間と自然 【知】主張と論拠など情報と情報との 【知】漢字の小テスト

２ ６ （村岡晋一） 関係について理解している。 発問評価

評論のしるべ 文章の効果的な組み立てや接続の仕方 指名音読

について理解している。 定期考査

「ロビンソンクルーソー」を 【思】「書くこと」（４ｈ）において、 【思】発問評価

例として取り上げた筆者の意 自分の考えが的確に伝わるよう、根拠 発表・報告

図を理解したうえで、主張を の示し方や説明の仕方を考えるととも 定期考査

理解する。 に、表現の仕方を工夫している。 【主】活動観察

「読むこと」（２ｈ）において、文章

の種類を踏まえて、内容や構成、論理

の展開などについて叙述を基に的確に

捉え、要旨や要点を把握している。

【主】例示された個別の情報を具体的

に検証し、筆者の考えとの関係を説明

しようとしている。

書き方の基本レッスン 【知】書き言葉の特徴や役割、表現の 【知】漢字の小テスト

３ ４ 地域の魅力を紹介する 特色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、 発問評価

適切さなどに配慮した表現について理 活動観察

表記表現の基本ルールを理解 解を深め使っている。 【思】発問評価

する。 【思】「話すこと・聞くこと」（１ｈ） 発表・報告

接続表現の種類や用法を理解 において、話し言葉の特徴を踏まえて 活動観察

する。比喩などの表現技法を 話したりするなど、相手の理解が得ら 【主】活動観察

理解する。 れるように表現を工夫している。

情報を的確に紹介する方法を 「書くこと」（２ｈ）において、読み

理解する。 手の理解が得られるよう、情報の分量

必要な情報や資料を収集整理 や重要度などを考えて、文章の構成や

し、わかりやすい紹介文を書 展開を工夫している。

くために活用する方法を理解 「書くこと」（１ｈ）において、目的
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する。 や意図に応じて書かれているかなどを

確かめて、文章全体を整えたり、周囲

からの助言などを踏まえて、自分の文

章の特徴や課題を捉え直したりしてい

る。

【主】進んで表記表現の基本ルールを

理解し、正確で分かりやすい文を書こ

うとしている。

目的に応じて題材を決め、集めた情報

の妥当性や信頼性を粘り強く吟味しよ

うとしている。

書いた紹介文を進んで批評し合い、批

評を踏まえて文章の構成展開や表現を

工夫しようとしている。
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教 科 名 科 目 名 学 年 履修形態 単位数 担 当 者

国 語 言語文化 １ 必 修 ２ 岡 崎 淳 一

使用教科書 第一学習社 高等学校言語文化

使用副教材 第一学習社 ネクスト常用漢字

科目の目標 知識及び技能 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語

文化に対する理解を深めることができるようにする。

思考力表現力 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わり

判断力等 の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるよう

にする。

学びに向かう力 言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ

人間性等 せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろ

うとする態度を養う。

学 習 の 知識及び技能 生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけるとともに、我が国の言語

到 達 目 標 文化に対する理解を深めることができる。

思考力表現力 論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わり

判断力等 の中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる。

学びに向かう力 言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上さ

人間性等 せ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろ

うとする態度を自ら培うことができる。

学 習 の 原則毎時間、漢字の小テストを実施する。

留 意 点

評 価 規 準 【知識・技能】

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身につけているとともに、我が国の言語文

化に対する理解を深めている。

【思考・判断・表現】

「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像し

たりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深

めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり、ものの見方、感じ方、考え方を深めたりしな

がら、言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに、読書に親しむことで自己を向

上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもとうとしている。
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年間学習計画
評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態度：主体的に学習に取り組む態度）

月 時数 単元・学習内容 評価規準 評価方法

古文の学習 【知】言葉には、文化の継承、発展、 【知】漢字の小テスト

４ ６ 児のそら寝 創造を支える働きがあることを理解し 発問評価

古文を読むために ている。 指名音読

５ 古典の世界に親しむために、古典を読 定期考査

我が国の言語文化について理 むために必要な文語のきまりや古典特 【思】発問評価

解を深めるために、古典の世 有の表現などについて理解を深めてい 指名音読

界に親しむことの意義を知る。 る。 定期考査

説話という文章の種類を踏ま 【思】「読むこと」（６ｈ）において、 【主】活動観察

えて、内容や展開を的確に捉 文章の内容や解釈を踏まえ、自分のも

える。 のの見方、感じ方、考え方を深め、我

作品に表れているものの見方 が国の言語文化について自分の考えを

や考え方を捉え、内容を解釈 持っている。

する。 【主】これからの学習に見通しをもっ

て、我が国の言語文化に興味関心を深

め、それを継承していくことについて

強く自覚を持とうとしている。

時間の経過による言葉の意味の変化を

理解し、学習の見通しをもって調べた

り説明したりしようとしている。

漢文の学習 【知】言葉には、文化の継承、発展、 【知】漢字の小テスト

５ ６ 訓読に親しむ（１） 創造を支える働きがあることを理解し 発問評価

漢文を読むために１ ている。 指名音読

６ 訓読に親しむ（２） 古典の世界に親しむために、古典を読 定期考査

漢文を読むために２ むために必要な訓読のきまり、古典特 【思】発問評価

訓読に親しむ（３） 有の表現などについて理解を深めてい 指名音読

漢文を読むために３ る。 定期考査

【思】「読むこと」（３ｈ）において、 【主】活動観察

我が国の言語文化についての 文章の内容や解釈を踏まえ、自分のも

理解を深めるために、古典と のの見方、感じ方、考え方を深め、我

しての漢文を読むことの意義 が国の言語文化について自分の考えを

を知る。 持っている。

漢文を訓読するための基礎知 「読むこと」（３ｈ）において、文章

識として、返り点の種類と使 に表れているものの見方、感じ方、考

い方を習得する。漢文を訓読 え方を捉え、内容を解釈している。

するための基礎知識として、 【主】これからの学習に見通しをもっ

助字の働きと意味を習得する。 て、我が国の言語文化に大きな影響を

漢文を習得するための基礎知 与えた漢文に興味関心を深めている。

識として、再読文字の種類と これからの学習に見通しをもって、漢

読み方を習得する。 文訓読の基礎知識を積極的に身につけ

ようとしている。

伊勢物語 【知】古典の世界に親しむために、古 【知】漢字の小テスト

６ ７ （芥川） 典を読むために必要な文語の決まりや 発問評価
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古文を読むために３ 古典特有の表現などについて理解を深 指名音読

７ めている。 定期考査

話の中で和歌が果たしている 古典の世界に親しむために、作品や文 【思】発問評価

役割を押さえ、歌物語の特徴 章の歴史的、文化的背景などに理解を 発表・報告

と読み解き方を理解する。 深めている。 定期考査

歌物語では、感動の中心が歌 【思】「書くこと」（１ｈ）において、 【主】活動観察

にあることを理解し、内容や 自分の思いが効果的に伝わるよう構

展開を的確に捉える。 成、展開、文体、描写、語句などの表

現の仕方を工夫している。

「読むこと」（６ｈ）において、作品

に表れているものの見方、感じ方、考

え方を捉え、内容を解釈している。

「読むこと」において、作品の成立し

た背景や他の作品などとの関係を踏ま

え、内容の解釈深めている。

【主】歌物語に積極的に親しみ、学習

課題に沿って和歌の果たす意味を捉え

ようとしている。

学習課題に沿って異なるテクストと読

み比べ、わかったことを積極的に伝え

合おうとしている。

戦国策 【知】我が国の言語文化に特徴的な語 【知】漢字の小テスト

７ ５ （漁父之利） 句の量を増やし、それらの文化的背景 発問評価

について理解を深め、語感を磨き語彙 指名音読

８ 漢文の訓読に慣れるとともに、 を豊かにしている。 活動観察

現在使われている言葉が漢文 【思】「読むこと」（５ｈ）において、 定期考査

に由来することを知る。 作品に表れているものの見方、感じ方、 【思】発問評価

考え方を捉え、内容を解釈している。 指名音読

【主】故事成語の由来となった話を積 活動観察

極的に読み、わかった内容を工夫して 定期考査

まとめようとしている。 【主】活動観察

徒然草 【知】古典の世界に親しむために、古 【知】漢字の小テスト

８ ７ （ある人弓射ることを習ふに） 典を読むために必要な文語のきまりや 発問評価

古典特有の表現などについて理解を深 指名音読

９ 作品に表れているものの見方 めている。 定期考査

や考え方を捉え、内容を解釈 【思】「書くこと」（２ｈ）において、 【思】発問評価

する。 適切な題材を決め、自分の体験や思い 指名音読

が効果的に伝わるよう表現の仕方を工 定期考査

夫している。 【主】活動観察

「読むこと」（５ｈ）において、作品

に表れているものの見方、感じ方、考

え方を捉え、内容を解釈している。

【主】随筆の内容構成などを粘り強く

把握し、学習課題に沿って説明しよう

としている。

一つのメルヘン（中原中也） 【知】我が国の言語文化に特徴的な表 【知】漢字の小テスト
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９ ８ 自分の感性くらい 現の技法とその効果について理解して 発問評価

（茨木のり子） いる。 指名音読

10 【思】「読むこと」（４ｈ近）におい 定期考査

文語で書かれた詩のリズムや て、作品に表れているものの見方、感 【思】発問評価

表記の特徴を理解し、作品に じ方、考え方を捉え、内容を解釈して 指名音読

込められた作者の心情を捉え いる。 定期考査

る。 「読むこと」（４ｈ近）において、文 【主】活動観察

章の構成や展開、表現の仕方、表現の

「～のせいにはするな」とい 特色について評価している。

う繰り返しを読み解き、作品 【主】積極的に史伝を読み、蘭相如の

に表れているものの見方や考 考え方や人物像を説明しようとしてい

え方を捉え、内容を解釈する。 る。

祭りの笛 【知】我が国の言語文化の特質につい 【知】漢字の小テスト

11 ８ （三浦哲郎） て理解している。 発問評価

【思】「書くこと」（３ｈ）において、 活動観察

我が国の伝統行事について書 自分の体験や思いが効果的に伝わるよ 【思】発問評価

かれた文章を読んで、内容を う、文章の構成や文体、語句などの表 活動観察

効果的に伝えるための筆者の 現の仕方を工夫している。 【主】活動観察

工夫を理解する。 「読むこと」（５ｈ近）において、文

章の構成や展開、表現の仕方、表現の

特色について評価している。

【主】「言語活動」への見通しをもっ

て随筆を読み、我が国の伝統行事につ

いてものの見方を深めようとしてい

る。

平家物語 【知】我が国の言語文化に特徴的な語 【知】漢字の小テスト

11 ９ （祇園精舎） 句の量を増やし、それらの文化的背景 発問評価

古典のしるべ について理解を深め、語感を磨き語彙 指名音読

12 を豊かにしている。 定期考査

作品に表れている無常観や武 【思】「読むこと」（９ｈ）において、 【思】発問評価

士の生き方を捉え、内容を解 文章の構成や展開現の仕方、表現の特 指名音読

釈する。 色について評価している。 発表・報告

【主】作品に表れている無常観を粘り 定期考査

強く読み取り、自分の考えを広げたり、 【主】活動観察

深めたりしようとしている。

古典の和歌を現代の言葉で書 【知】言葉には、文化の継承、発展、 【知】漢字の小テスト

１ ７ き換える（俵万智） 創造を支える働きがあることを理解し 発問評価

ている。 指名音読

２ 我が国の言語文化に特徴的な 【思】「書くこと」（２ｈ）において、 定期考査

和歌の技法とその効果につい 自分の思いが効果的に伝わるよう構 【思】発問評価

て理解する。 成、展開、文体描写、語句などの表現 指名音読

の仕方を工夫している。 発表・報告

「読むこと」（５ｈ近）において、文 定期考査

章に表れているものの見方、感じ方、 【主】活動観察

考え方を捉え、内容を解釈している。

【主】古典の和歌を現代の言葉で書き
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換える意義を積極的に理解し、学習課

題に沿って、古典の和歌を現代の言葉

で書き換えようとしている。

奥の細道 【知】古典の世界に親しむために、作 【知】漢字の小テスト

２ ７ （旅立ち） 品や文章の歴史的、文化的背景などに 発問評価

古典のしるべ 理解を深めている。 指名音読

３ 【思】「読むこと」（７ｈ）において、 定期考査

作品に表れている芭蕉の人生 作品の成立した背景や他の作品などと 【思】発問評価

観や旅の意味といった、もの の関係を踏まえ、内容の解釈を深めて 指名音読

の見方や考え方を捉え、内容 いる。 定期考査

を理解する。 【主】芭蕉の人生観の特徴を積極的に 【主】活動観察

理解し、学習課題に沿って粘り強く取

り組もうとしている。
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

地理歴史 地理総合 １ 必修 ２ 松 川 宗 平 

 

使用教科書 高等学校 新地理総合（帝国書院） 

使用副教材 標準高等地図（帝国書院） 

科目の目標  社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ，課題を追及したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グ

ローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・

能力を育成する。 

(1) 地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防災，地域や地球的課題への取組などを理解するとと

もに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べま

とめられる。 

(2) 地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空

間的相互依存作用，地域などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解決に

向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論できる。 

(3) 地理に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体的に追究，解決しようとす

る態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の国土

に対する愛情，世界の諸地域の多様な生活文化を尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深められる。 

学 習 の 

到 達 目 標 

(1) 緯度の違いが，世界地域の気候に影響を与えていることを理解することができる。 

(2) 経度の違いが，時差に影響を与えていることを理解し，時差を計算することができる。 

(3) 世界諸地域の気候・農業・鉱工業・経済などの特徴を理解し，諸資料から読み取ることができる。 

(4) 地球規模で直面している問題について，諸資料から読み取り，考察することができる。 

(5) 日本の地形・気候を諸資料から読み取り，理解することができる。 

(6) 日本の自然環境から関係する災害について理解し，自然災害の対処方法を理解し，日常生活に活かそうとするこ

とができる。 

学 習 の 

留 意 点 

(1) 教科書，ノート等は毎回必ず準備すること。 

(2) ノートは，地理総合専用で一冊準備すること。 

(3) 忘れ物をした際は，授業が始まるまでに報告すること。 

(4) 積極的に発言すること。 

(5) ニュース，新聞に興味を持ち，わからない地名を地図やGIS等で調べること。 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

地理に関わる諸事象に関して，世界の生活文化の多様性や，防災，地域や地球的課題への取組などを理解しているとと

もに，地図や地理情報システムなどを用いて，調査や諸資料から地理に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまと

めている。 

【思考力・判断力・表現力】 

地理に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，位置や分布，場所，人間と自然環境との相互依存関係，空間的

相互依存作用，地域などに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，地理的な課題の解決に向けて

構想したり，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

地理に関わる諸事象について，国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野にそこで見られる課題を主体

的に追究，解決しようとしている。 

- 13 -



年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

・ 

５ 

12 オリエンテーション（大陸名，州名，海洋名） 

 

第１部 地図でとらえる現代世界 

第１章 地図と地理情報システム 

１節 地球上の位置と時差 

 １ 地球上の位置と私たちの生活 

 ２ 時差と私たちの生活・時差の計算 

２節 地図の役割と種類 

 １ 地球儀と地図 

 ２ 身の回りの地図 

   地図の利用－地図記号－ 

   地図の利用－縮尺と等高線－ 

 ３ 統計地図の種類と利用 

 ４ 地理情報システム（GIS）の利用 

 

第２章 結びつきを深める現代世界 

１節 現代世界の国家と領域 

 １ 現代世界の国家 

 ２ 日本の位置や領域 

２節 グローバル化する世界 

 １ 国家間の結びつき 

 ２ 貿易によって結びつく世界 

 ３ さまざまな交通網・通信網の発達 

 ４ 観光のグローバル化 

 

 

【知】現代世界の地域構成を示した様々な地

図の読図などを基に，方位や時差，日

本の位置と領域，国内や国家間の結び

付きなどについて理解している。 

 

【思】地図や地理情報システムについて，位

置や範囲，縮尺などに着目して，目的

や用途，内容，適切な活用の仕方など

を多面的・多角的に考察し，表現して

いる。 

【思】現代世界の地域構成について，位置や

範囲などに着目して，主題を設定し，

世界的視野から見た日本の位置，国内

や国家間の結び付きなどを多面的・多

角的に考察し，表現している。 

 

【態】よりよい社会の実現を視野にそこで見

られる課題を主体的に追究，解決しよ

うとしている。 

 

 

 

【知】活動の観察 

   定期考査 

【思】記述の確認 

   定期考査 

【態】ワークシート 

   活動の観察 

６ 

・ 

７ 

13 第２部 国際理解と国際協力 

第１章 生活文化の多様性と国際理解 

 １節 世界の地形と人々の生活 

  １ 大地形・変動帯・安定地域と人々の生活 

  ２ 河川・海岸がつくる地形と人々の生活 

  ３ 氷河地形・乾燥地系・カルスト地形と 

    人々の生活 

 

 ２節 世界の気候と人々の生活 

  １ 気温・降水・大気大循環と人々の生活 

  ２ 世界の植生と生活区分 

    雨温図の読み取り方 

  ３ 熱帯の生活 

  ４ 乾燥帯の生活 

  ５ 温帯の生活 

  ６ 亜寒帯・寒帯の生活 

 

【知】世界の人々の特色ある生活文化を基

に，人々の生活文化が地理的環境から

影響を受けたり，影響を与えたりして

多様性をもつことや，地理的環境の変

化によって変容することなどについて

理解している。 

 

【思】世界の人々の生活文化について，その

生活文化が見られる場所の特徴や自然

及び社会的条件との関わりなどに着目

して，多様性や変容の要因などを多面

的・多角的に考察し，表現している。 

 

【態】生活文化の多様性と国際理解につい

て，よりよい社会の実現を視野にそこ

で見られる課題を主体的に追究しよう

としている。 

【知】活動の観察 

   定期考査 

 

 

 

 

 

【思】記述の確認 

   定期考査 

 

 

 

 

【態】ワークシート 

   活動の観察 
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  自然１－オセアニア－ 

   １ 人々をひきつける多様な自然環境 

   ２ 自然環境を生かした産業と人々の生活 

  自然２－東南アジア－ 

 

前期中間考査 

考査の振り返り 

８ 

・ 

９ 

９ 単元テスト 

 

 ３節 世界の言語・宗教と人々の生活 

  １ 世界の言語・宗教と人々の生活の変化 

  宗教１－中央アジア・西アジア・北アフリカ－ 

   １ イスラームを中心とした生活文化 

   ２ 乾燥地域で暮らすムスリムの生活文化 

     変化するムスリムの生活（教p.92～95） 

  宗教２－インド－（教p.96～101） 

 ４節 歴史的背景と人々の生活 

  歴史１－ラテンアメリカ－ 

   １ ヨーロッパ社会の影響が強い文化 

   ２ 大土地所有制が生み出した社会構造 

     外国資本による工業化と生活の変化 

 

前期末考査 

考査の振り返り 

 

 

【知】世界の人々の特色ある生活文化を基

に，人々の生活文化が地理的環境から

影響を受けたり，影響を与えたりして

多様性をもつことや，地理的環境の変

化によって変容することなどについて

理解している。 

 

【思】世界の人々の生活文化について，その

生活文化が見られる場所の特徴や自然

及び社会的条件との関わりなどに着目

して，多様性や変容の要因などを多面

的・多角的に考察し，表現している。 

 

【態】生活文化の多様性と国際理解につい

て，よりよい社会の実現を視野にそこ

で見られる課題を主体的に追究しよ

うとしている。 

 

 

【知】活動の観察 

   定期考査 

 

 

 

 

 

【思】記述の確認 

   定期考査 

 

 

 

 

【態】ワークシート 

   活動の観察 

10 

・

11 

12   歴史２－サハラ以南アメリカ－ 

   １ 生活文化に残る旧宗主国の影響 

   ２ 植民地支配の影響が残るアフリカの産業 

 

 ５節 世界の産業と人々の生活 

  １ 人々の生活を支える農業の発展 

  ２ 人々の生活を支える工業の発展 

  ３ グローバル化する現代の産業 

  産業１－アメリカ－ 

   １ 世界に大きな影響力を持つ知識産業と 

     資源 

   ２ 世界の食卓に影響を与える農業 

  産業２－東アジア－ 

   １ 東アジアの経済成長とその歩み 

   ２ 経済成長による中国の生活の変化 

  産業３－ヨーロッパ－ 

   １ EU統合と人々の生活 

   ２ EU統合による農業への影響 

   ３ EU統合による工業や社会への影響 
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12 

・ 

１ 

13 後期中間考査 

考査の振り返り 

 

第２章 地球的課題と国際協力 

 １節 複雑に絡み合う地球的課題 

 ２節 地球環境問題 

 ３節 資源・エネルギー問題 

 ４節 人口問題 

 ５節 食料問題 

 ６節 都市・住居問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３部 持続可能な地域づくりと私たち 

第１章 自然環境と防災 

 １節 日本の自然環境 

  １ 日本の都道府県 

  ２ 日本の地形 

  ３ 日本の気候 

 ２節 地震・津波と防災 

 ３節 火山災害と防災 

 

 

 

【知】世界各地で見られる地球環境問題，資

源・エネルギー問題，人口・食料問題

及び住居・都市問題を基に，地球的課

題の各地で共通する傾向性や課題相互

の関連性などについて大観し理解して

いる。 

 

【思】地球的課題について，地域の結びつき

や持続可能な社会づくりなどに着目

して，現状や要因，解決の方向性など

を多面的・多角的に考察し，表現して

いる。 

 

【態】地球的課題と国際協力について，より

よい社会の実現を視野にそこで見ら

れる課題を主体的に追究しようとし

ている。 

 

【知】我が国をはじめ世界で見られる自然災

害や生徒の生活圏で見られる自然災

害を基に，地域の自然環境の特色と自

然災害への備えや対応との関わりと

ともに，自然災害の規模や頻度， 地域

性を踏まえた備えや対応の重要性な

どについて理解している。 

 

 

 

 

【知】活動の観察 

   定期考査 

 

 

 

 

 

【思】記述の確認 

   定期考査 

 

 

 

 

【態】ワークシート 

   活動の観察 

 

 

 

【知】活動の観察 

   定期考査 

 

２ 

・ 

３ 

11  ４節 気象災害と防災 

 ５節 自然災害への備え 

 

後期末考査 

考査の振り返り 

 

 

第２章 生活圏の調査と地域の展望 

 １節 生活圏の調査と地域の展望 

  １ 地理的な課題と地域調査 

  ２ 現地調査の準備 

  ３ 調査の実施 

 

１年間の振り返り 

【思】地域性を踏まえた防災について，自然

及び社会的条件との関わり，地域の共

通点や差異，持続可能な地域づくりな

どに着目して，主題を設定し，自然災

害への備えや対応などを多面的・多角

的に考察し，表現している。 

 

【態】生活圏の調査と地域の展望について，

よりよい社会の実現を視野にそこで

見られる課題を主体的に追究，解決し

ようとしている。 

【思】記述の確認 

   定期考査 

 

 

 

 

 

【態】ワークシート 

   活動の観察 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

公民 公共 １ 必修 ２ 松 川 宗 平 

 

使用教科書 高等学校 公共（教育図書） 

使用副教材  

科目の目標  人間と社会の在り方についての見方・考え方を働かせ，現代の諸課題を探究したり解決

したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる

平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力を次のとお

り育成することを目指す。 

(1) 現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手がかりとなる概念や理論について理

解するとともに，諸資料から，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適

切かつ効果的に調べる技能を身に付けるようにする。 

(2) 現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手がかりとなる考え方や公共的な空間に

おける基本的原理を活用して，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，

合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したこと議論する力を養う。 

(3) よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとと

もに多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生きる人間として

の在り方生き方についての自覚や公共的な空間に生き国民主権を担う公民として，自国を

愛し，その平和と繁栄を図ることや各国が相互に主権を尊重し，各国民が教抑止会うこと

の大切さについての自覚などを深める。 

学 習 の 

到 達 目 標 

(1) 自らの体験などを振り返ることで，これから自らを成長させる人間としての在り方生

き方について，理解することができる。 

(2) 思考実験などの概念的な枠組みを用いて考察する活動を通して，個人と社会との関わ

りについて，多面的・多角的に考察し，自分の言葉で表現することができる。 

(3) 国会と内閣の関係，司法参加の仕組みと意義を理解することができる。 

(4) 現実社会の諸課題に関わる資料から，必要な情報を収集し，まとめることができる。 

学 習 の 

留 意 点 

(1) 教科書，ノート（ファイル）は，毎回準備すること。 

(2) ノート（ファイル）は，公共専用で準備すること。 

(3) 日頃からニュース，新聞をみる習慣をつけること。 

(4) 他者の意見や価値観を聞き，受け止めること。 

評 価 規 準 【知識・技能】 

 現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手がかりとなる概念を理解し，諸資

料から必要となる情報と適切に選択しまとめられている。 

【思考・判断・表現】 

 現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手がかりとなる考え方や公共的な空間

における基本的原理を活用して，多面的・多角的考察している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

国会及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解

決しようとしている。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

・ 

５ 

10 オリエンテーション 

 

第１章 公共の扉 

 １ 公共と人 

  １ 人は一人では生きられない 

  ２ 人はどのようにつながるのか 

  ３ 自由と正義の実現を目指して 

  ４ 対話から生まれる公共 

  ５ 日本の公共思想 

 

 

 

【知】自らの体験などを振り返ることを通し

て，自らを成長させる人間としての在

り方生き方について，理解している。 

 

【思】地域社会などの様々な集団の一員とし

て生き，他者と協働して国家・社会をな

どの公共的な空間を作る存在であるこ

とについて，多面的・多角的に考察し，

表現している。 

 

 

 

【知】定期考査 

 

 

 

【思】ワークシート 

   グループワーク 

 ２ 公共と倫理 

  １ 功利主義と義務論 

  ２ 水俣病を考える 

  ３ 地球温暖化問題 

  ４ 誰が医療を支えるのか 

 

【思】倫理的価値の判断において，行為の結

果である個人や社会全体の幸福を重視

する考え方と行為の動機となる公正な

などの義務を重視する考え方などを活

用し，思考実験などの概念的な枠組み

を用いて，人間としての在り方生き方

を多面的・多角的に考察している。 

 

【態】公共的な空間における人間としての在

り方生き方について，よりよい社会の

実現を視野に，現代の諸課題を主体的

に解決しようとしている。 

【思】ワークシート 

   グループワーク 

 

 

 

 

 

 

【態】ワークシート 

   対話内容 

６ 

・

７ 

12 前期中間考査 

考査の振り返り 

 

 ３ 公共の基本原理 

  １ 生徒会予算をどう分配するか 

  ２ 意見が分かれたときにどう決めるか 

  ３ 民主主義の歴史 

  ４ 日本国憲法の三つの原理 

    基本的人権の尊重、平等・自由・義務 

  ５ 大学入試と男女差別 

    なぜ女性医師が日本では少ないのか 

【知】人間の尊厳と平等，個人の尊重，民主

主義，法の支配，自由・権利と責任・義

務など，公共的な空間における基本原

理について，理解している。 

 

【思】公共的な空間における基本的原理につ

いて，思考実験など概念的な枠組みを

用いて考察する活動を通して，個人と

社会の関わりについて多面的・多角的

に考察し表現している。 

 

【態】公共の基本原理について，よりよい社

会の実現を視野に，現代の諸課題を主

体的に解決しようとしている。 

【知】定期考査 

 

 

 

 

【思】ワークシート 

   思考実験 

 

 

 

 

【態】ワークシート 

   グループワーク 
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８ 

・ 

９ 

10 単元テスト 

 

第２章 現代社会の諸課題 

 １ 法 

  １ 法と社会 

    テーマ学習－忘れられる権利は認め 

             られるべきか？－ 

  ２ 多様な契約 

  ３ 消費者の権利と責任 

    テーマ学習－なぜ未成年は自由に契約 

             できないのか？－ 

  ４ 日本の司法制度 

  ５ 国民の司法参加 

    テーマ学習－刑事裁判と民事裁判の違 

             いは何だろう？－ 

    テーマ学習－なぜ疑わしいときは被告 

          人の利益とすべきか？－ 

 

前期期末考査 

考査の振り返り 

 

 

 

【知】憲法や法，規範に基づいて，各人の意

見や利害を公平・公正に調整し，個人や

社会の紛争を調停・解決することを通

して，権利や自由が保障，実現され，社

会の秩序が形成，維持されていること

を理解している。 

 

【思】現実社会の課題の解決が求められる具

体的な主題を設定し，合意形成や社会

参加を視野に入れ，その課題解決に向

けて事実を基に考察し，表現している。 

 

【態】法の基本原理について，よりよい社会

の実現を視野に，現代の諸課題を主体

的に解決しようとしている。 

 

 

 

【知】ワークシート 

   定期考査 

 

 

 

 

 

【思】ワークシート 

   定期考査 

 

 

 

【態】ワークシート 

   対話内容 

10 

・ 

11 

16  ２ 政治 

  １ 選挙と政治参加 

    公正な世論の形成 

    テーマ学習－日本の若者の投票率は 

             なぜ低いのか？－ 

  ２ 国会と内閣 

    地方自治 

    テーマ学習⑥－「国民投票」は本当に 

           ベストな方法か？－ 

  ３ 国家主権と領土問題 

  ４ 安全保障と防衛 

    21席の世界情勢 

  ５ 国際社会と日本 

 

【知】政治参加や公正な世論の形成など，憲

法の下，個人が議論に参加し，意見や利

害の対立状況を調整して合意形成がさ

れることについて，理解している。 

 

【思】現実社会の課題の解決が求められる具

体的な主題を設定し，合意形成や社会

参画を視野に入れ，その課題解決に向

けて事実を基に考察し，表現している。 

 

【態】政治の基本原理について，よりよい社

会の実現を視野に，現代の諸課題を主

体的に解決しようとしている。 

【知】ワークシート 

   定期考査 

 

 

 

【思】ワークシート 

   定期考査 

 

 

 

【態】ワークシート 

   対話内容 
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12 

～ 

２ 

16 後期中間考査 

考査の振り返り 

 

 ３ 経済 

  １ 職業選択 

    テーマ学習－AIの進化は仕事をどう 

               変えるか？－ 

    テーマ学習－都会で働くか？ 

             地方で働くか？－ 

  ２ 雇用と役割 

    労働者の権利 

    テーマ学習－メンバーシップ型か？ 

              ジョブ型か？－ 

  ３ 財政の役割 

    租税の仕組みと国債 

  ４ 少子化と社会保障 

    テーマ学習－小学校中学校に給食は 

                必要か？－ 

  ５ 市場経済の役割と限界 

    テーマ学習－コンサートチケットの 

          不正転売は防げるか？－ 

  ６ 金融の働き 

    日本銀行と金融政策 

  ７ グローバル化と経済統合 

    格差是正と多文化主義 

    テーマ学習－私たちにできる最善は 

                 何か？－ 

 

後期末考査 

考査の振り返り 

 

 

 

【知】統計，白書，新聞などの諸資料から自

立を主体とした活動するために必要な

情報を適切かつ効果的に収集し，読み

取り，まとめる技能を身につけている。 

 

【思】現実社会の課題の解決が求められる具

体的な主題を設定し，合意形成や社会

参画を視野に入れ，その課題解決に向

けて事実を基に考察し，表現している。 

 

【態】政治の基本原理について，よりよい社

会の実現を視野に，現代の諸課題を主

体的に解決しようとしている。 

 

 

 

【知】ワークシート 

   定期考査 

 

 

 

【思】ワークシート 

   定期考査 

 

 

 

【態】ワークシート 

   対話内容 

３ ６ 第３章 持続可能な社会へ 

 

 １ 社会研究の方法 

   課題を見つける 

   大きな視点で考える（先行研究） 

   調査の方法や種類 

   レポートにまとめる 

【思】現代の諸課題を探求する活動を通し

て，その課題解決に向けて事実を基に

考察，構想し妥当性や効果などを指標

にし，自分の考えを説明，論述してい

る。 

 

【態】現代の諸課題を探求する活動につい

て，よりよい社会の実現を視野に，現代

の諸課題を主体的に解決しようとして

いる。 

【思】ワークシート 

   グループワーク 

 

 

 

 

【態】ワークシート 

   活動観察 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

数学 数学Ⅰ １ 必修 ２ 今 井 進 裕 

 

使用教科書 最新 数学Ⅰ（数研出版） 

使用副教材 パラレルノート 数学Ⅰ（数研出版） 

科目の目標  数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

することを目指す。 

（1）数と式、図形と計量、二次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に

理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を

身に付けるようにする。 

（2）命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力、図形

の構成要素間の関係に着目し、図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力、関数関係に着目

し、事象を的確に表現してその特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察する力、社会の事象など

から設定した問題について、データの散らばりや変量間の関係などに着目し、適切な手法を選択して分

析を行い、問題を解決したり、解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。 

（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう

とする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や創造

性の基礎を養う。 

学 習 の 

到 達 目 標 

１ 基礎的な知識・技能の習得ができる。 

２ 数や式を目的に応じて適切に変形することができる。 

３ データを適切な手法で分析を行い、過程や結果を考察・判断することができる。 

４ 問題解決に向かって、様々な活動に粘り強く取り組むことができる。 

学 習 の 

留 意 点 

授業で問題を解いた後に、副教材を用いて復習を行うこと。 

授業中にとったノートを見返して復習を行うこと。 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

(1) 数と式及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。 

(2) 事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりすることができる。 

【思考・判断・表現】 

(1) 命題の条件や結論に着目し、数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりすることができ

る。 

(2) 社会の事象などから設定した問題について、データの散らばりや変量間の関係などに着目し、適切な

手法を選択して分析を行い、問題を解決したり、解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりするこ

とができる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

(1) 数学のよさを認識し数学を活用しようとしている。 

(2) 粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとしている。 

(3) 問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとしている。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

５ 

６ 

 

19 ☆第１章 数と式 

〇第１節 数と式 

・多項式(6) 

・展開(4) 

・因数分解(9) 

     

【知】二次の乗法公式及び因数分解の公式の

理解を深めることができる。 

【思】問題を解決する際に、すでに学習した

計算の方法と関連付けて、式を多面的に捉え

たり目的に応じて適切に変形したりするこ

とができる。 

【態】問題を解決する際に、すでに学習した

計算の方法と関連付けて、式を多面的に捉え

ようとしたり、目的に応じて適切に変形しよ

うとしている。 

【知】単元テスト 

   考査 

   ノート 

【思】単元テスト 

   考査 

【態】振り返りシート 

   ノート 

７ 

８ 

９ ☆第１章 数と式 

〇第２節 実数 

・実数(3) 

・根号を含む式の計算(5) 

・２重根号(1) 

【知】数を実数まで拡張する意義を理解し、

簡単な無理数の四則計算をすることができ

る。 

【思】問題を解決する際に、すでに学習した

計算の方法と関連付けて、式を多面的に捉え

たり目的に応じて適切に変形したりするこ

とができる。 

【態】数を実数まで拡張する意義を理解しよ

うとしている。 

 

【知】単元テスト 

   考査 

   ノート 

【思】単元テスト 

   考査 

【態】振り返りシート 

   ノート 

９ 10 ☆第１章 数と式 

〇第３節 １次不等式 

・不等式(2) 

・不等式の性質(1) 

・１次不等式(3) 

・連立不等式(2) 

・不等式の利用(2) 

【知】不等式の解の意味や不等式の性質につ

いて理解し、一次不等式の解を求めることが

できる。 

【思】不等式の性質を基に一次不等式を解く

方法を考察することができる。 

【思】日常の事象や社会の事象などを数学的

に捉え、一次不等式を問題解決に活用するこ

とができる。 

【態】日常の事象や社会の事象に一次不等式

を活用しようとしている。 

【知】単元テスト 

   考査 

   ノート 

【思】単元テスト 

   考査 

【態】振り返りシート 

   ノート 

10 

11 

12 

15 ☆第２章 集合と命題 

・集合と部分集合(2) 

・共通部分、和集合、補集合(3) 

・命題と集合(6) 

・命題と証明(4) 

【知】集合と命題に関する基本的な概念を理

解することができる。 

【思】集合の考えを用いて論理的に考察し、

簡単な命題を証明することができる。 

【態】粘り強く考え数学的論拠に基づいて判

断しようとしている。 

【知】単元テスト 

   考査 

   ノート 

【思】単元テスト 

   考査 

【態】振り返りシート 

   ノート 

１ 

２ 

３ 

17 ☆第５章 データの分析 

・データの整理(1) 

・データの代表値(2) 

・データの散らばり(6) 

【知】分散、標準偏差、散布図及び相関係数

の意味やその用い方を理解すること。 

【知】コンピュータなどの情報機器を用いる

などして、データや表やグラフに整理した

【知】単元テスト 

   考査 

   ノート 

【思】単元テスト 
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・データの相関(1) 

・相関係数(4) 

・分割表(1) 

・仮説検定の考え方(2) 

り、分散や標準偏差などの基本的な統計量を

求めたりすることができる。 

【知】具体的な事象において仮説検定の考え

方を理解することができる。 

【思】データの散らばり具合や傾向を数値化

する方法を考察することができる。 

【思】目的に応じて複数の種類のデータを収

取し、適切な統計量やグラフ、手法などを選

択して分析を行い、データの傾向を把握して

事象の特徴を表現することができる。 

【思】不確実な事象の起こりやすさに着目

し、主張の妥当性について、実験などを通し

て判断したり、批判的に考察したりすること

ができる。 

【態】日常の事象や社会の事象の特徴をデー

タの分析を通して表現しようとしている。 

   考査 

【態】振り返りシート 

   ノート 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

理科 科学と人間生活 １ 必修 ２ 藤 村   秀 

 

使用教科書 科学と人間生活（実教出版） 

使用副教材 なし 

科目の目標 自然の事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を

行うことなどを通して，自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を

次のとおり育成することを目指す。 

学 習 の 

到 達 目 標 

１．自然と人間生活との関わり及び科学技術と人間生活との関わりについての理解を深

め，科学的に探究するために必要な観察，実験などを実施することができる。 

２．観察，実験などを行い，人間生活と関連付けて科学的に探究することができる。 

３．自然の事物・現象に進んで関わり，科学的に探究することができる。 

学 習 の 

留 意 点 

１．授業プリント・ワークシート等を忘れずに記入する。 

２．観察・実験の時間では特にしっかり話を聞き、勝手に行動をとらない。 

３．忘れ物等の報告は授業前に行う。 

評 価 規 準 

及 び 

評 価 配 分 

【知識・技能】 

自然の事物・現象についての概念や原理・法則などを理解しているとともに、科学的に探

究するために必要な観察、実験などに関する基本操作や記録などの技能を 身に付けてい

る。 

【思考・判断・表現】 

自然の事物・現象から問題を見いだし、見通しをもって観察、実験などを行い、得られた

結果を分析して解釈し、表現するなど、 科学的に探究している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

自然の事物・現象に主体的に関わり、見通しをもったり振り返ったりするなど、 科学的に

探究しようとしている 。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ ５ オリエンテーション 

１章 科学と技術の発展 

 １節 科学と技術の始まり 

 ２節 海―とくに深海を科学の眼で見よう

ー 

 ３節 土―農業を通して考えるー 

【知】科学技術の起源から現在

に至るまでの発展過程

を知り、今日の人間生活

にどのように貢献して

きたか理解している。 

【思】科学技術の起源から現在

に至るまでの発展過程

を知り、人間生活との関

わりについて科学的に

考察し、表現している。 

【態】科学技術に主体的に関わ

り、見通しをもったり振

り返ったりするなど、 

科学的に探究しようと

している 。 

【知】活動の観察 

考査 

 

【思】ワークシート及び 

実験レポートの内 

容 

分析 

考査 

 

【態】活動の観察 

ワークシート及び 

実験レポートの内 

容 

分析 

 

５

～

７ 

18 ２章 物質の化学 

 １節 材料とその再利用 

 ２節 食品と衣料 

【知】身近な材料や衣料品、食

品についての概念や原

理・法則などを関連付け

て理解しているととも

に、科学的に探究するた

めに必要な観察、実験な

どに関する基本操作や

記録などの技能を身に

付けている。 

【思】身近な材料や衣料品、食

品についての問題を見

いだし、見通しをもって

観察、実験などを行い、

人間生活と関連付けて、

科学的に探究し、表現し

ている。 

【態】身近な材料や衣料品、食

品についての主体的に

関わり、見通しをもった

り振り返ったりするな

ど、 科学的に探究しよ

うとしている 。 

【知】活動の観察 

考査 

 

【思】ワークシート及び 

実験レポートの内 

容 

分析 

考査 

 

【態】活動の観察 

ワークシート及び 

実験レポートの内 

容 

分析 

 

８

～

10 

16 ３章 生命の科学 

 １節 ヒトの生命現象 

 ２節 微生物とその利用 

【知】ヒトの生命現象や微生物

に関する、概念や原理・

法則などを関連付けて

理解しているとともに、

【知】活動の観察 

考査 

 

【思】ワークシート及び 
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科学的に探究するため

に必要な観察、実験など

に関する基本操作や記

録などの技能を身に付

けている。 

【思】ヒトの生命現象や微生物

に関する問題を見いだ

し、見通しをもって観

察、実験などを行い、人

間生活と関連付けて、科

学的に探究し、表現して

いる。 

【態】ヒトの生命現象や微生物

に主体的に関わり、見通

しをもったり振り返っ

たりするなど、 科学的

に探究しようとしてい

る 。 

実験レポートの内 

容 

分析 

考査 

 

【態】活動の観察 

ワークシート及び 

実験レポートの内 

容 

分析 

 

10

～

12 

15 ４章 光や熱の科学 

 １節 熱の性質とその利用 

 ２節 光の性質とその利用 

【知】“光を中心とした電磁波

の性質とその利用”、“熱

の性質、エネルギーの変

換と利用及び有効利用”

について概念や原理・法

則などを関連付けて理

解しているとともに、科

学的に探究するために

必要な観察、実験などに

関する基本操作や記録

などの技能を身に付け

ている。 

【思】“光を中心とした電磁波

の性質とその利用”、“熱

の性質、エネルギーの変

換と利用及び有効利用”

について問題を見いだ

し、見通しをもって観

察、実験などを行い、人

間生活と関連付けて、科

学的に探究し、表現して

いる。 

【態】“光を中心とした電磁波

の性質とその利用”、“熱

の性質、エネルギーの変

換と利用及び有効利用”

について主体的に関わ

【知】活動の観察 

考査 

 

【思】ワークシート及び 

実験レポートの内 

容 

分析 

考査 

 

【態】活動の観察 

ワークシート及び 

実験レポートの内 

容 

分析 
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り、見通しをもったり振

り返ったりするなど、 

科学的に探究しようと

している 。 

１

～

２ 

12 ５章 宇宙や地球の科学 

 １節 太陽と地球 

 ２節 身近な自然景観と自然災害 

【知】天体や自然景観と自然災

害に関する概念や原理・

法則などを関連付けて

理解しているとともに、

科学的に探究するため

に必要な観察、実験など

に関する基本操作や記

録などの技能を身に付

けている。 

【思】天体や自然景観と自然災

害に関する問題を見い

だし、見通しをもって観

察、実験などを行い、人

間生活と関連付けて、科

学的に探究し、表現して

いる。 

【態】天体や自然景観と自然災

害に関する主体的に関

わり、見通しをもったり

振り返ったりするなど、 

科学的に探究しようと

している 。 

【知】活動の観察 

考査 

 

【思】ワークシート及び 

実験レポートの内 

容 

分析 

考査 

 

【態】活動の観察 

ワークシート及び 

実験レポートの内 

容 

分析 

 

３ ４ ６章 これからの科学と人間生活 【知】これからの科学と人間生

活との関わり方につい

て、概念や原理・法則な

どを、これまでに理解し

た内容から導き出して

いる。 

【思】これからの科学と人間生

活との関わり方につい

て、問題を見いだしてい

る。 

【態】これからの科学と人間生

活との関わり方につい

て、主体的に活動し、見

通しをもったり振り返

ったりするなど、 科学

的に探究しようとして

いる 。 

【知】活動の観察 

考査 

 

【思】ワークシート及び 

実験レポートの内 

容 

分析 

考査 

 

【態】活動の観察 

ワークシート及び 

実験レポートの内 

容 

分析 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

保健体育 体育 １ 必修 ２ 伊 藤   航 

 

使用教科書 現代高等保健体育 

使用副教材 ステップアップ高校スポーツ 

教科の目標  体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通

して、心と体を一体として捉え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに、

自己の状況に応じて体力の向上を図るための資質・能力を育成する。 

学 習 の 

到 達 目 標 

(1) 運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを味わい、生涯にわたって運動を豊か

に実践することができるようにするため、運動、体力の必要性について理解するとともに、

基本的な技能を身に付けている。 

(2) 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し、合理的、計画的な解決に向け

て思考し判断するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝える力を養っている。 

(3) 運動における競争や協働の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任

んを果たす、参画する、一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育てるとともに、

健康・安全を確保して、生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養っている。 

評 価 規 準 

及 び 

評 価 配 分 

【知識及び技能】 

１ 体の動かし方や用具の操作方法などの具体的な知識と運動の実践を通して、多様な楽しみ

方を共有している。 

２ 各領域の特性や魅力に応じた楽しさや喜びを深く味わうとともに、各領域に応じた技 

 能や攻防ができる。 

【思考力・判断力・表現力等】 

 自他の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、考えたこと

を他者に伝えている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 公正に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、一人一人の違いを大切

にしようとする意欲を持っており、健康・安全を確保している。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時 

数 
単元・学習内容 

評価の観点 
評価規準 評価方法 

知 思 態 

４ 

 

 

 

６ 

体つくり運動 

 

○ ○ 〇 

【知】仲間と自主的に関わっている。体力

の向上を図るための運動の計画を立てて

いる。 

【思】課題を発見し、コミュニケーション

を図っている。 

【態】ルールを守り、互いに助け合い教え

合っている。 

活動観察 

 

５  

４ 

 

 

体育理論 

体つくり運動 

〇   

【知】現代スポーツの発展について理解し

ている。 

【知】仲間と自主的に関わっている。体力

の向上を図るための運動の計画を立てて

いる。 

活動観察 

 

５ 

・ 

６ 

８  

器械運動（マット運動） 〇 〇  

【思】自己や相手の課題について分析し、

他者に伝えている。 

【知】自己に適した技で演技している。 

活動観察 

スキルテスト 

 

 

 

７ 

・ 

８ 

 

 

 

８ 

 

 

 

サッカー 

〇 〇 〇 

【知】ボール操作と連携した攻守を展開し

ている。 

【思】共有場面において、自他の課題を発

見し、コミュニケーションを図っている。 

【態】フェアプレイを大切にしている。。 

活動観察 

ワークシート 

 

 

９ ６ 陸上競技 

 

〇 〇 〇 

【知】各種目特有の技能を身に付けてい

る。 

【思】記録を伸ばすために、自己分析し、

改善につなげている。 

【態】自己の課題解決に向けて自主的に取

り組んでいる。 

活動観察 

スキルテスト 

10 ８ バスケットボール 

〇 〇 〇 

【知】ボール操作と連携した攻守を展開し

ている。 

【思】共有場面において、自他の課題を発

見し、コミュニケーションを図っている。 

【態】フェアプレイを大切にしている。。 

活動観察 

 

11 

・ 

12 

 

１０ 

 

体育理論 

バレーボール 

 
〇 〇 〇 

【思】文化としてのスポーツの意義につい

て考えを伝えている。 

【知】安定したボール操作をしている。 

【思】共有場面において、自他の課題を発

見し、コミュニケーションを図っている。 

【態】フェアプレイを大切にしている。 

ワークシート 

活動観察 

スキルテスト 

 

1 

・ 

２ 

１２ スキー 

〇  〇 

【知】深めたい技能を選択し、取り組んで

いる。 

【態】技能の向上を目指し取り組んでい

る。 

活動観察 

スキルテスト 
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3 ８ 体育理論 

空手道 

〇  〇 

【態】文化としてのスポーツの意義につい

て、主体的に考えを深めようとしている。 

【知】空手道に関わる技能を身に付けよう

としている。 

【態】武道の礼法・作法などの伝統的行動

を大切にしている。 

ワークシート 

活動観察 

スキルテスト 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

保健体育 保健 １ 必修 １ 伊 藤   航 

 

使用教科書 現代高等保健体育  

使用副教材 現代高等保健体育ノート 

科目の目標  保健の見方・考え方を働かせ、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、生涯を通じて人々が

自らの健康や環境を適切に管理し、改善いていくための資質・能力を育成する。 

学 習 の 

到 達 目 標 

(1) 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付ける。 

(2) 健康について自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、 

  目的や状況に応じて他者に伝える力を養っている。 

(3) 生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活

を営む態度を養っている。 

学 習 の 

留 意 点 

(1) 課題解決に向けて実生活と結びつけて考察する。 

(2) 理解したことを表現する。 

評 価 規 準 

及 び 

評 価 配 分 

【知識・技能】 

 現代社会と健康について理解を深め、その内容に関わる技能を身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

 健康に関する原則や概念に着目して解決の方法を思考し判断するとともに、それらを表現している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

健康の保持増進の視点を持ち、現在及び将来の生活を健康で明るく豊かなものにすることを目指して、

取り組んでいる。 
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年間学習計画 

評価の観点（Ａ：知識・技能 Ｂ：思考力・判断力・表現力 Ｃ：主体的に学習に取り組む態度） 

月 
時数 

単元・学習内容 
評価の観点 評価規準 評価方法 

Ａ Ｂ Ｃ   

４ ２ １．健康の考えと成り立

ち 

 

２．私たちの健康のすがた 〇 〇 〇 

Ａ 我が国の健康課題について、理解している。 

Ｂ 健康の考え方について、個人及び社会生活と

関連づけたりして、自他や社会の課題を発見し

ている。 

Ｃ 健康の考え方について、課題の解決に向けた

学習に主体的に取り組もうとしている。 

 

観察 

ワークシート 

５ ３ ３．生活習慣病の予防と

回復 

４．がんの原因と予防 

 

５．がんの治療と回復 

 

 

〇 〇 〇 

Ａ 生活習慣病やがんなどの予防と回復につい

て、どのような対策が必要か理解している。 

Ｂ 生活習慣病やがんなどの予防と回復につい

て、個人及び社会生活と関連づけたりして、自

他や社会の課題を発見している。 

Ｃ 生活習慣病やがんなどの予防と回復につい

て、課題の解決に向けた学習に主体的に取り組

もうとしている。 

観察 

ワークシート 

６ ３ ６．運動と健康 

 

７．食事と健康 

 

８．休養・睡眠と健康 

〇 〇 〇 

Ａ 健康からみた運動の意義を学び、積極的に運

動に関わろうとしている。 

Ｂ 健康に望ましい食生活の在り方を考え、理解

したことを発言したり、記述している。 

Ｃ 自身の生活習慣の課題を考え、休養や睡眠へ

の改善策を考えている。 

観察 

ワークシート 

７ ３ ９．喫煙と健康 

 

１０. 飲酒と健康 

 

１１．薬物乱用と健康 
〇 〇 〇 

Ａ 薬物乱用防止のためには、個人への対策と社

会環境への対策が必要なことについて理解して

いる。 

Ｂ 喫煙の対策として、社会環境の整備が進んで

いる要因や課題を見つけ説明している。 

Ｃ 正しくアルコールと付き合う方法について主

体的に考えている。 

観察 

ワークシート 

８ ３ １２.精神疾患の特徴 

 

 

１３.精神疾患の予防 

 

 

〇 〇 〇 

Ａ 精神疾患について、正しく理解するとともに、

発病の要因や主な症状について説明できる。 

Ｂ 精神疾患の予防と回復について、個人及び社

会生活と関連づけたりして、自他や社会の課題

を発見している。 

観察 

ワークシート 
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１４.精神疾患からの回復 Ｃ 精神疾患の予防と回復について、課題の解決

に向けた学習に主体的に取り組もうとしてい

る。 

９ ６ １５.現代の感染症 

 

１６.感染症の予防 

 

１７.性感染症・エイズと

その予防 

〇 〇 〇 

Ａ 感染症や性感染症・エイズについて、理解し

ている。 

Ｂ 性情報の正しい知識を得るための方策につい

て考えている。 

Ｃ 感染症予防の原則を踏まえ、実生活での生か

し方を主体的に考えている。 

 

観察 

ワークシート考査 

10 ２ １８．健康に関する意思

決定と行動選択 

 

１９．健康に関する環境

づくり 

〇 〇 〇 

Ａ 健康を保持増進するための意志決定・行動選

択について、理解している。 

Ｂ 健康の考え方について、個人及び社会生活と

関連づけたりして、自他や社会の課題を発見し

ている。 

Ｃ 健康の考え方について、課題の解決に向けた

学習に主体的に取り組もうとしている。 

観察 

ワークシート 

11 ３ ２０．交通事故の現状と

発生要因 

 

２１．安全な社会の形成  

 

２２．交通における安全 

 

〇 〇 〇 

Ａ 交通事故の要因について理解している。 

 

Ｂ 安全な社会について、個人及び社会生活と関

連づけたりして、自他や社会の課題を発見して

いる。 

 

Ｃ 安全な社会について、課題の解決に向けた学

習に主体的に取り組もうとしている。 

観察 

ワークシート 

12 １０ 

 

２３. 応急手当の意義と

その基本 

 

２４．日常的な応急手当 

 

２５．心肺蘇生法 

〇 〇 〇 

Ａ 心肺蘇生法の手順を理解している。 

 

Ｂ 応急手当の意義を学び、その必要性について

考えたことを表現している。 

 

Ｃ 応急手当について、課題の解決に向けた学習

に主体的に取り組もうとしている。 

観察 

ワークシート 

１ 観察 

ワークシート 

２ 観察 

ワークシート考査 

３ 観察 

ワークシート 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

芸術 書道Ⅰ １ 必修 ２ 松 川 宗 平 

 

使用教科書 書道Ⅰ（東京書籍） 

使用副教材 令和４年度硬筆書写技能検定4級 合格のポイント 

科目の目標 書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の文

字や書，書の伝統と文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指

す。 

(1) 書の表現の方法や形式，多様性などについて幅広く理解するとともに，書写能力の

向上を図り，書の伝統に基づき，効果的に表現するための基礎的な技能を身に付ける

ようにする。 

(2) 書のよさや美しさを感受し，意図に基づいて構想し表現を工夫したり，作品や書の

伝統と文化の意味や価値を考え，書の美を味わい捉えたりすることができるようにす

る。 

(3) 主体的に書の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり書を愛好する心情を育むととも

に，感性を高め，書の伝統と文化に親しみ，書を通して心豊かな生活や社会を創造して

いく態度を養う。 

学 習 の 

到 達 目 標 

(1) 硬筆書写技能検定に向けて，バランスのとれた文字を書くことができる。 

(2) 自分の書について，様々な観点から工夫して表現することが出来る。 

(3) 実生活や実社会において，文字や書が果たす役割を理解することができる。 

(4) 創作活動を通して，日本の伝統や文化ついて理解することができる。 

学 習 の 

留 意 点 

(1) 墨や筆などの道具を，正しく扱ったり手入れを行ったりすること。 

(2) 硬筆書写技能検定を意識して，丁寧に文字を書くこと。 

(3) 何度も工夫や試行錯誤を繰り返して，作品を完成させること。 

(4) 創作活動するにあたって，自分の考えや創作の意図を持つこと。 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

 書の伝統に基づき，作品を効果的に表現するために必要な技能を身につけている。 

【思考・判断・表現】 

 書の良さや美しさを感じて，意図に基づいて創造的に構想し個性豊かに表現を工夫して

いる。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

書の伝統と文化と豊かに関わり主体的に表現及び鑑賞の創造的活動に取り組もうとして

いる。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

 

６ オリエンテーション 

硬筆書写の基本 

 

表現 

【知】書写能力を向上させるために，姿勢や

執筆法（持ち方）などの基本的事項を

身につけている。 

【態】表現技法の基礎・基本を身につけ，書

写能力の向上に努めている。 

 

表現 

【知】ワークシート 

   活動観察 

 

【態】活動観察 

 

５ 

～ 

８ 

 

25 毛筆の基本（楷書の用筆法・結構法） 

 基本点画Ⅰ（横画・縦画・点） 

 基本点画Ⅱ（転折・はらい） 

 基本点画Ⅲ（そり・曲がり） 

 基本点画Ⅳ（永字八法） 

 

漢字の書（楷書） 

 臨書「九成宮醴泉名（清泉）」 

 臨書「孔子廟堂碑（大道）」 

 臨書「雁塔聖教序（無形）」 

 臨書「自書告身（制度）」 

 臨書「牛橛造像記（和楽）」 

 臨書「九成宮醴泉名（海内終以）」 

 臨書「九成宮醴泉名（文徳懐遠）」 

 鑑賞「書風の比較」（教p.110） 

 

漢字の書（行書） 

 臨書「蘭亭序（永和）」 

 臨書「争坐位文稿（開国）」 

 臨書「風信帖（風信雲書）」 

 

漢字の書（草書） 

 臨書「真草千字文（仁慈）」 

表現 

【知】古典に基づく書体や書風と用筆・運筆

を理解している。 

 

【知】古典に基づく基本的な用筆・運筆の技

能を身につけている。 

 

【態】主体的に漢字の書の幅広い学習活動に

取り組もうとしている。 

 

鑑賞 

【知】用筆・運筆から生み出される書の表現

性とその表現効果の関わりについて理

解している。 

表現 

【知】振り返りシート 

 

 

【知】作品 

 

 

【態】振り返りシート 

   活動観察 

 

鑑賞 

【知】鑑賞ワークシート 

９ 

～ 

11 

12 硬筆書写技能検定に向けて 

 第１問（早書き）の練習 

 第２問（漢字かな交じりの言葉）の練習 

 第３問（縦書き）の練習 

 第４問（横書き）の練習 

 第５問（掲示課題）の練習 

 硬筆書写技能検定の過去問演習 

 

第2回硬筆書写技能検定（11月10日） 

表現 

【知】用具の特性を生かした表現効果を理解

し，表現に応じた用具を選択している。 

 

【態】表現技法の基礎・基本を身につけ，書

写能力の向上に努めている。 

表現 

【知】ワークシート 

   活動観察 

 

【態】活動観察 
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11 ４ 仮名の書 

 仮名の成立 

 臨書「仮名の単体」 

 鑑賞「仮名の書の全体構成」 

 鑑賞「書の美や風趣を味わおう」 

鑑賞 

【知】日本及び中国などの文字の伝統と文化

について理解している。 

鑑賞 

【知】鑑賞ワークシート 

12 ８ 漢字仮名交じりの書 

 鑑賞「表現を比べよう」 

 線による表現の広がり 

 用具・用材による表現と紙面構成 

 

 年賀状の創作 

  ・年賀状のマナーを学ぼう 

  ・年賀状のデザインを考えよう 

  ・年賀状を書で表現しよう 

  ・鑑賞「年賀状」 

 

 寒中見舞いの創作 

  ・寒中見舞いのマナーを学ぼう 

  ・寒中見舞いのデザインを考えよう 

  ・寒中見舞いを書で表現しよう 

表現 

【知】目的や意図に即した効果的な表現の技

能を身につけている。 

 

【思】目的や意図に基づき，字形，文字の大

きさ、全体の構成について構想し工夫してい

る。 

 

【態】主体的に漢字仮名交じりの書の幅広い

学習活動に取り組もうとしている。 

 

 

鑑賞 

【知】書の鑑賞の方法や形態について，理解

している。 

 

【思】生活や社会における書の効用について

考え，書の良さや美しさを味わってとらえて

いる。 

 

【態】主体的に幅広い鑑賞の学習活動に取り

組もうとしている。 

表現 

【知】構想シート 

   作品 

 

【思】構想シート 

   作品 

 

 

【態】振り返りシート 

   活動観察 

 

 

鑑賞 

【知】鑑賞ワークシート 

 

 

【思】鑑賞ワークシート 

 

 

 

【態】振り返りシート 

   活動観察 

 

１ 

・ 

２ 

10  今年の目標 

  ・今年の目標と構成を考えよう 

  ・今年の目標を書で表現しよう 

  ・鑑賞「今年の目標を比べよう」 

 

 履歴書 

  ・自己分析（長所，短所，資格，趣味 等） 

  ・会社のパンフレットや求人票の分析 

  ・履歴書を書こう 

 

 好きな歌詞を書で表現 

  ・構成を考えよう 

  ・鑑賞「構成段階のデザイン」，再構成 

  ・書で表現しよう① 

  ・鑑賞①「好きな歌詞の表現」 

  ・書で表現しよう② 

  ・鑑賞②「好きな歌詞の表現 

３ ５  手紙 

  ・手紙のマナーを学ぼう 

  ・封筒をマナーに沿って書こう 

 

 今年度の漢字 

  ・漢字決めと表現の仕方を考える 

  ・書で表現 

  ・鑑賞「今年度の漢字」 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

外国語 英語コミュニケーションⅠ １ 必修 ２ 佐々木   瞳 

 

使用教科書 COMET English Communication I（数研出版） 

使用副教材 COMET基本文法定着ドリル１ コーパス1800 アクシスジーニアス 

科目の目標 英語学習の特質を踏まえ，聞くこと，読むこと，話すこと［やり取り］，話すこと［発表］，

書くことの五つの領域別に設定する目標の実現を目指した指導を通して，以下の(1)及び(2)に

示す資質・能力を一体的に育成するとともに，その過程を通して，以下の(3)に示す資質・能力

を育成する。 

(1) 外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの

知識を，聞くこと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにお

いて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。 

(2) コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話

題について，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを

的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力

を養う。 

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮

しながら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養

う。 

学 習 の 

到 達 目 標 

(1) 外国語の音声や基本的な語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深め、実際のコミュ

ニケーションにおいて活用できる技能を身に付ける。 

(2) 日常的な話題や社会的な話題のコミュニケーションにおいて，外国語で情報や考えなどの

概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを理解したり，これらを活用して表現したり

伝え合ったりすることができる。 

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮し

ながら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとしている。 

学 習 の 

留 意 点 

(1) 英語コミュニケーションⅠ専用のファイルを作り，毎時間持参すること。 

(2) 授業中は英語を使ってコミュニケーションをとること。 

(3) ＡＬＴとの授業では必ずＡＬＴとコミュニケーションをとること。 

(4) わからないところはその授業中もしくは授業終わりに質問すること。 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

・外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどについて理解を深めている。 

・外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの知識を，聞くこと，読むこと，話 

すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて

適切に活用できる技能を身に付けている。 

【思考・判断・表現】 

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題につ

いて，外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解

したり，これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しなが

ら，主体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとしている。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

５ 

10 Get Ready! 

・好きなことについて質問したり答えたり

する。（話すこと［やり取り］のア） 

○話すこと［やり取り］ 

【知】好きなことを話して伝え合うために必

要となる表現を理解し、好きなことを話して

伝え合う技能を身に付けている。 

【思】好きなことを相手によりよく理解して

もらえるように、理由とともに話して伝えて

いる。 

【態】好きなことを相手によりよく理解して

もらえるように、理由とともに話して伝えよ

うとしている。 

○話すこと［やり取り］ 

【知】パフォーマンステス

ト・ペーパーテスト 

 

【思】パフォーマンステスト 

 

 

【態】パフォーマンステス

ト・振り返りの記述・活動の

観察 

５ 

６ 

10 Lesson 01 

・海外からの旅行者の日本での経験を知る。

（読むことのア） 

・自分の思い出に残る経験について、考えを

まとめて書く。（書くことのア） 

○読むこと 

【知】思い出についての文章を読み取るため

に必要となる過去形の表現を理解し、本文を

読み取る技能を身に付けている。 

【思】自分の思い出について伝えるために、

経験についての文章を読んで、概要や要点を

捉えている。 

【態】自分の思い出について伝えるために、

経験ついての文章を読んで、概要や要点を捉

えようとしている。 

○書くこと 

【知】自分の思い出に残る経験について伝え

るために必要となる語彙や表現、過去形の表

現を理解し、それを活用して書いて伝える技

能を身に付けている。 

【思】自分の思い出に残る経験について、情

報や考え、気持ちなどを書いて伝えている。 

【態】自分の思い出に残る経験について、情

報や考え、気持ちなどを書いて伝えようとし

ている。 

○読むこと 

【知】ペーパーテスト 

 

 

【思】ペーパーテスト 

 

 

【態】振り返りの記述・活動

の観察 

 

 

【知】パフォーマンステスト 

 

 

 

【思】パフォーマンステスト 

 

【態】パフォーマンステス

ト・振り返りの記述・活動の

観察 

６ ２ 前期中間テスト、振り返り   

７ 

８ 

９ 

10 聞くことのア 

・趣味に関する発表を聞く。 

話すこと［発表］のア 

・自分の趣味について発表する。 

（Lesson 02 & Activity 01） 

○聞くこと 

【知】趣味に関するやりとりを聞き取るため

に必要となる現在進行形の表現を理解し、本

文を聞き取る技能を身に付けている。 

【思】自分の趣味について発表するために、

趣味に関するやり取りを聞いて、概要や要点

を捉えている。 

【態】自分の趣味について発表するために、

趣味に関するやり取りを聞いて、概要や要点

を捉えようとしている。 

○聞くこと 

【知】ペーパーテスト 

 

 

【思】ペーパーテスト 

 

 

【態】振り返りの記述・活動

の観察 
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○話すこと［発表］ 

【知】自分の趣味を話して伝えるために必要

となる現在進行形の表現について理解し、自

分の趣味を話して伝える技能を身に付けて

いる。 

【思】自分の趣味について話して伝えてい

る。 

【態】自分の趣味について話して伝えようと

している。 

○話すこと［発表］ 

【知】パフォーマンステスト 

 

 

 

【思】パフォーマンステスト 

 

【態】パフォーマンステス

ト・振り返りの記述・活動の

観察 

９ ２ 前期末テスト、振り返り   

10 

11 

９ 読むことのイ 

・海外でのおにぎりの人気について知る 

書くことのア 

・紹介したい日本文化について、考えをまと

めて書く。 

（Lesson 03） 

○読むこと 

【知】世界の文化について読み取るために必

要となる助動詞の表現について理解し、読み

取る技能を身に付けている。 

【思】日本文化について紹介するために、世

界の文化について書かれた説明文を読んで、

概要や要点を捉えている。 

【態】日本文化について紹介するために、世

界の文化について書かれた説明文を読んで、

概要や要点を捉えようとしている。 

○書くこと 

【知】日本文化について伝えるために必要と

なる助動詞の表現について理解し、日本文化

について書いて伝える技能を身に付けてい

る。 

【思】日本文化について書いて伝えている。 

【態】日本文化について書いて伝えようとし

ている。 

○読むこと 

【知】ペーパーテスト 

 

 

【思】ペーパーテスト 

 

 

【態】振り返りの記述・活動

の観察 

 

○書くこと 

【知】パフォーマンステスト 

 

 

 

【思】パフォーマンステスト 

【態】パフォーマンステス

ト・振り返りの記述・活動の

観察 

12 ２ 後期中間テスト、振り返り   

12 

１ 

10 読むことのイ 

・ピクトグラムについて知る。 

話すこと［やり取り］のイ 

・ピクトグラムについて聞いたり読んだり

したことについて話し合う。 

（Lesson 04） 

○読むこと 

【知】ピクトグラムについての説明文を読み

取るために必要となる不定詞の表現につい

て理解し、読み取る技能を身に付けている。 

【思】ピクトグラムについて話し合うため

に、ピクトグラムについて書かれた説明文を

読んで、概要や要点を捉えている。 

【態】ピクトグラムについて話し合うため

に、ピクトグラムについて書かれた説明文を

読んで、概要や要点を捉えようとしている。 

○話すこと［やり取り］ 

【知】ピクトグラムについて話し合うために

必要となる不定詞の表現について理解し、ピ

○読むこと 

【知】ペーパーテスト 

 

 

【思】ペーパーテスト 

 

 

【態】振り返りの記述・活動

の観察 

 

○話すこと［やり取り］ 

【知】パフォーマンステスト 
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クトグラムについて話し合う技能を身に付

けている。 

【思】ピクトグラムについて話し合ってい

る。 

【態】ピクトグラムについて話し合おうとし

ている。 

 

 

【思】パフォーマンステスト 

 

【態】パフォーマンステス

ト・振り返りの記述・活動の

観察 

２ 

 

９ 聞くことのイ 

・職業に関するインタビューを聞く。 

書くことのア 

・自分が興味をもった職業について、考えを

まとめて書く。 

（Lesson 05） 

○聞くこと 

【知】職業に関するインタビューを聞き取る

ために必要な動名詞の表現について理解し、

職業に関するインタビューを聞き取る技能

を身に付けている。 

【思】興味のある職業について書くために、

職業に関するインタビューを聞いて概要や

要点を捉えている。 

【態】興味のある職業について書くために、

職業に関するインタビューを聞いて概要や

要点を捉えようとしている。 

○書くこと 

【知】興味のある職業について書くために必

要な動名詞の表現について理解し、興味のあ

る職業について書いて伝える技能を身に付

けている。 

【思】興味のある職業について書いている。 

【態】興味のある職業に就いて書こうとして

いる。 

○聞くこと 

【知】ペーパーテスト 

 

 

 

【思】ペーパーテスト 

 

 

【態】振り返りの記述・活動

の観察 

 

○書くこと 

【知】パフォーマンステスト 

 

 

 

【思】パフォーマンステスト 

【態】パフォーマンステス

ト・振り返りの記述・活動の

観察 

２ ２ 後期末テスト、振り返り   

３ ４ 話すこと［発表］のア 

・クラスＴシャツをクラスメートにプレゼ

ンテーションする。 

（Activity 02) 

話すこと［やり取り］ 

【知】クラスＴシャツをクラスメートにプレ

ゼンテーションするために必要な語彙や表

現、文法事項を理解し、プレゼンテーション

する技能を身に付けている。 

【思】クラスＴシャツをクラスメートにプレ

ゼンテーションしている。 

【態】クラスＴシャツをクラスメートにプレ

ゼンテーションしようとしている。 

話すこと［やり取り］ 

【知】パフォーマンステスト 

 

 

 

【思】パフォーマンステスト 

 

【態】パフォーマンステスト 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

家庭科 家庭基礎 １ 必修 ２ 石 田 香 蓮 

 

使用教科書 家庭基礎 自立・共生・創造 

使用副教材 なし 

科目の目標 生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、様々な人々

と協働し、よりよい社会の構築に向けて、男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創

造する資質・能力を育成する。 

学 習 の 

到 達 目 標 

(1) 人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的

に営むために必要な基礎的な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付いてい

る。 

(2) 家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を

構想し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、

生涯を見通して課題を解決する力が養われている。 

(3) 様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとすると

ともに、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度が養われて

いる。 

学 習 の 

留 意 点 

(1)教科書、ノート等は毎回必ず準備すること。 

(2)ノートは、家庭基礎専用で１冊準備すること。 

(3)忘れ物をした際は、授業が始まるまでに報告すること。 

(4)積極的に発言すること。 

(5)わからないことがあった場合、自分で調べてみること。 

(6)裁縫実習・調理実習では日頃の学んだことを実践できるようにすること。 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え、家族・家庭の意義、家族・家庭と

社会との関わりについて理解を深め、家族・家庭、衣食住、消費や環境などについて、生

活を主体的に営むために必要な理解を図るとともに、それらに係る技能を身に付いてい

る。 

【思考・判断・表現】 

家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想

し、実践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を

見通して生活の課題を解決する力が養われている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするととも

に、自分や家庭、地域の生活を主体的に創造しようとする実践的な態度が養われている。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

 

４ オリエンテーション 

Ａ 人の一生と家族・家庭及び福祉  

(1) 生涯の生活設計  

 

【知】人の一生について、自己と他者、社会

との関わりから様々な生き方があることを 

理解するとともに、自立した生活を営むため

に必要な情報の収集・整理を行い、生涯を見

通して、生活課題に対応し意思決定をしてい

くことの重要性について理解を深めている。 

【思】生涯を見通した自己の生活について主

体的に考え、ライフスタイルと将来の家庭 

生活及び職業生活について考察し、生活設計

を工夫している。 

【態】自分や家庭、地域の生活を主体的に創

造しようとする実践的な態度が養われてい

る。 

【知】活動の観察 

【思】記述の確認 

【態】ワークシート 

５ ７ (2) 青年期の自立と家族・家庭  

 

【知】生涯発達の視点で青年期の課題を理解

するとともに、家族・家庭の機能と家族関係、

家族・家庭生活を取り巻く社会環境の変化や

課題、家族・家庭と社会との関わりについて

理解を深めている。 

【思】家庭や地域のよりよい生活を創造する

ために、自己の意思決定に基づき、責任を 

もって行動することや、男女が協力して、家

族の一員としての役割を果たし家庭を築く

ことの重要性について考察している。 

【態】青年期について人々と協働し、よりよ

い学生生活に向けて、課題と自立を考察する

態度が養われている。 

【知】活動の観察 

【思】記述の確認 

【態】ワークシート 

６ ８ (3) 子供の生活と保育  

 

【知】乳幼児期の心身の発達と生活，親の役

割と保育、子供を取り巻く社会環境、子育て

支援について理解するとともに、乳幼児と適

切に関わるための基礎的な技能が身に付い

ている。 

【思】子供を生み育てることの意義について

考えるとともに、子供の健やかな発達のため

に親や家族及び地域や社会の果たす役割の

重要性について考察している。 

【態】様々な人々と協働し、よりよい社会の

構築に向けて、地域社会に参画しようとする

とともに、自分や家庭、地域の生活を主体的

に創造しようとする実践的な態度が養われ

ている。 

【知】活動の観察 

【思】記述の確認 

【態】ワークシート 
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７ 

８ 

８ (4) 高齢期の生活と福祉  

(5) 共生社会と福祉  

 

【知１】高齢期の心身の特徴、高齢者を取り

巻く社会環境、高齢者の尊厳と自立生活の支 

援や介護について理解するとともに、生活支

援に関する基礎的な技能が身に付いている。 

【知２】生涯を通して家族・家庭の生活を支

える福祉や社会的支援について理解してい

る。 

【思１】高齢者の自立生活を支えるために、

家族や地域及び社会の果たす役割の重要性

について考察している。 

【思２】家庭や地域及び社会の一員としての

自覚をもって共に支え合って生活すること

の重要性について考察している。 

【態】人生100年時代を理解し、人生に向き

合う態度が養われている。 

【知】活動の観察 

【思】記述の確認 

【態】ワークシート 

９ 

10 

13 Ｂ 衣食住の生活の自立と設計  

(1) 食生活と健康  

 

【知】ライフステージに応じた栄養の特徴や

食品の栄養的特質、健康や環境に配慮した食

生活について理解し、自己や家族の食生活の

計画・管理に必要な技能が身に付いている。 

【思】食の安全や食品の調理上の性質、食文

化の継承を考慮した献立作成や調理計画、健

康や環境に配慮した食生活について考察し、

自己や家族の食事を工夫している。 

【態】食の重要性を理解し、クラスメイトと

協働し、実践的な授業に対する態度が養われ

ている。 

【知】活動の観察・定期考査 

【思】記述の確認・定期考査 

【態】ワークシート・ノート

点検 

11 ８ (2) 衣生活と健康  

 

【知】被服材料、被服構成及び被服衛生につ

いて理解し、被服の計画・管理に必要な技能

が身に付いている。 

【思】被服の機能性や快適性について考察

し、安全で健康や環境に配慮した被服の管理

や目的に応じた着装を工夫している。 

【態】被服の重要性を理解し、様々な人々と

協働し、実践的な授業に対する態度が養われ

ている。 

【知】活動の観察 

【思】記述の確認 

【態】ワークシート 

12 ６ (3) 住生活と住環境  【知】ライフステージに応じた住生活の特

徴、防災などの安全や環境に配慮した住居の

機能について理解し、適切な住居の計画・管

理に必要な技能が身に付いている。 

【思】住居の機能性や快適性、住居と地域社

会との関わりについて考察し、防災などの安

全や環境に配慮した住生活や住環境を工夫

している。 

【知】活動の観察 

【思】記述の確認 

【態】ワークシート 
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【態】住まいの重要性を理解し、人生設計を

主体的に創造しようとする実践的な態度が

養われている。 

１ ３ Ｃ 持続可能な消費生活・環境  

(1) 生活における経済の計画  

 

【知】家計の構造や生活における経済と社会

との関わり、家計管理について理解してい

る。 

【思】生涯を見通した生活における経済の管

理や計画の重要性について、ライフステージ

や社会保障制度などと関連付けて考察して

いる。 

【態】自分や家庭を主体的に創造しようとす

る実践的な態度が養われている。 

【知】活動の観察 

【思】記述の確認 

【態】ワークシート 

２ ８ (2) 消費行動と意思決定  

(3) 持続可能なライフスタイルと環境  

 

【知１】消費者の権利と責任を自覚して行動

できるよう消費生活の現状と課題、消費行動

における意思決定や契約の重要性、消費者保

護の仕組みについて理解するとともに、生活

情報を適切に収集・整理できている。 

【知２】生活と環境との関わりや持続可能な

消費について理解するとともに、持続可能な

社会へ参画することの意義について理解し

ている。 

【思１】自立した消費者として、生活情報を

活用し、適切な意思決定に基づいて行動する

ことや責任ある消費について考察し、工夫し

ている。 

【思２】持続可能な社会を目指して主体的に

行動できるよう、安全で安心な生活と消費に

ついて考察し、ライフスタイルを工夫してい

る。 

【態】よりよい意思決定に向けて、意欲的に

取り組むとともに、自分や家庭の生活を主体

的に創造しようとする実践的な態度が養わ

れている。 

【知】活動の観察・定期考査 

【思】記述の確認・定期考査 

【態】ワークシート・ノート

点検 

３ ５ Ｄ ホームプロジェクトと学校家庭クラブ活

動 

【知】ホームプロジェクト及び学校家庭クラ

ブ活動の意義と実施方法について理解して

いる。 

【思】自己の家庭生活や地域の生活と関連付

けて生活上の課題を設定し、解決方法を考

え、計画を立てて実践している。 

【態】様々な人々と協働し、「なりたい私に

なる」ために、主体的に創造しようとする実

践的な態度が養われている。 

【知】活動の観察 

【思】記述の確認 

【態】ワークシート 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

情報 情報Ⅰ １ 必修 ２ 藤 村   秀 

 

使用教科書 最新情報Ⅰ（実教出版） 

使用副教材 新「情報」活用テキスト 

科目の目標 情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行

う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用

し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を育成することを目指す。 

学 習 の 

到 達 目 標 

(1) 効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活用について理解を深

め技能を習得するとともに，情報社会と人との関わりについて理解を深めている。 

(2) 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報

技術を適切かつ効果的に活用することができる。 

(3) 情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画している。 

学 習 の 

留 意 点 

(1) コンピュータで授業と関係のないことを調べるなどの行為を行わないこと。 

(2) 個人情報やアカウントの取り扱いには十分注意すること。 

(3) 他の人のフォルダーを勝手に閲覧、改変しないこと。 

(4) 授業の持ち物や、課題の提出を忘れた場合には授業開始前に申し出ること。 

評 価 規 準 

及 び 

評 価 配 分 

【知識・技能】 

効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活用について理解を深め技

能を習得しようとするとともに，情報社会と人との関わりについて理解を深めようとして

いる。 

【思考・判断・表現】 

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術

を適切かつ効果的に活用しようとしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画しようとしている。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 

時

数 単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

 

５ オリエンテーション 

教科書 第１章 情報社会と私たち 

     １節 情報社会 

     ２節 情報社会の法規と権利 

     ３節 情報技術が築く新しい社会 

副教材 第３章 社会の情報化 

     １．情報モラルと社会規範 

     ２．情報セキュリティ 

     ３．情報セキュリティの向上策 

【知】情報社会について理解を深めようとす

るとともに，情報社会と人との関わり

について理解を深めようとしている。 

【思】情報社会の問題の発見・解決に向けて

情報と情報技術を適切かつ効果的に活

用しようとしている。 

【態】情報社会を適切に活用するとともに，

情報社会に主体的に参画しようとして

いる。 

【知】活動観察 

 

【思】ワークシート 

 

【態】活動の観察 

５ 

６ 

13 教科書 第２章 メディアとデザイン 

     １節 メディアとコミュニケーシ

ョン 

     ２節 情報デザイン 

     ３節 情報デザインの実践 

副教材 第４章ワープロソフトの活用 

第５章プレゼンテーションソフト

の活用 

【知】メディアとデザインについて理解を深

め技能を習得しようとするとともに，

情報社会と人との関わりについて理解

を深めようとしている。 

【思】メディアとデザインと情報の結び付き

を捉え，問題の発見・解決に向けて情

報と情報技術を適切かつ効果的に活用

しようとしている。 

【態】メディアとデザインを適切に活用する

とともに，情報社会に主体的に参画し

ようとしている。 

【知】活動観察 

   ワープロ課題 

   プレゼンテーション

課題 

 

【思】ワークシート 

   ワープロ課題 

   プレゼンテーション

課題 

 

【態】活動の観察 

７ 

～ 

９ 

13 教科書 第３章 システムとデジタル化 

 １節 情報システムの構成 

 ２節 情報のデジタル化 

副教材 第１章コンピュータと情報のデジ

タル化 

     １．コンピュータの仕組み 

     ２．データの管理 

     ３．情報のデジタル化 

     ４．問題解決におけるコンピュー

タの活用 

     ５．コンピュータに関する一般的

な技術用語 

     ６．デジタル情報の保存 

【知】システムとデジタル化について理解を

深め技能を習得しようとするととも

に，情報社会と人との関わりについて

理解を深めようとしている。 

【思】システムとデジタル化と情報の結び付

きを捉え，問題の発見・解決に向けて

情報と情報技術を適切かつ効果的に活

用しようとしている。 

【態】システムとデジタル化を適切に活用す

るとともに，情報社会に主体的に参画

しようとしている。 

【知】活動観察 

 

【思】ワークシート 

 

【態】活動の観察 

９ 

～ 

11 

13 教科書 第４章ネットワークとセキュリティ 

     １節 情報通信ネットワーク 

     ２節 情報セキュリティ 

副教材 第２章情報通信ネットワーク 

【知】ネットワークとセキュリティについて

理解を深め技能を習得しようとすると

ともに，情報社会と人との関わりにつ

いて理解を深めようとしている。 

【思】ネットワークとセキュリティと情報の

結び付きを捉え，問題の発見・解決に

【知】活動観察 

 

【思】ワークシート 

 

【態】活動の観察 
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向けて情報と情報技術を適切かつ効果

的に活用しようとしている。 

【態】ネットワークとセキュリティを適切に

活用するとともに，情報社会に主体的

に参画しようとしている。 

11 

～ 

１ 

13 教科書 第５章 問題解決とその方法 

     １節 問題解決 

     ２節 データの活用 

 ３節 モデル化 

 ４節 シミュレーション 

副教材 第６章 表計算ソフトの活用 

【知】問題解決とその方法について理解を深

め技能を習得しようとするとともに，

情報社会と人との関わりについて理解

を深めようとしている。 

【思】問題解決とその方法と情報の結び付き

を捉え，問題の発見・解決に向けて情

報と情報技術を適切かつ効果的に活用

しようとしている。 

【態】問題解決とその方法を適切に活用する

とともに，情報社会に主体的に参画し

ようとしている。 

【知】活動観察 

   表計算ソフト課題 

 

【思】ワークシート 

   表計算ソフト課題 

 

【態】活動の観察 

１ 

～ 

３ 

13 Ｐ検受験 

 

教科書 第６章 アルゴリズムとプログラミ

ング 

     １節 プログラミングの方法 

     ２節 プログラミングの実践 

【知】アルゴリズムとプログラミングについ

て理解を深め技能を習得しようとする

とともに，情報社会と人との関わりに

ついて理解を深めようとしている。 

【思】アルゴリズムとプログラミングと情報

の結び付きを捉え，問題の発見・解決

に向けて情報と情報技術を適切かつ効

果的に活用しようとしている。 

【態】アルゴリズムとプログラミングを適切

に活用するとともに，情報社会に主体

的に参画しようとしている。 

【知】活動観察 

   プログラミング課題 

 

【思】ワークシート 

   プログラミング課題 

 

【態】活動の観察 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

農業 農業と環境 １ 必修 ４ 宮川・滝澤・石田 

 

使用教科書 農業と環境（実教出版） 

使用副教材 ＦＦＪナビゲータ 

科目の目標 農業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、農業の各分野で活

用する基礎的な資質・能力を育てる。 

（1）農業と環境について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

（2）農業と環境に関する課題を発見し、農業や農業関連産業に携わる者として合理的かつ創造的に解決

する力を養う。 

（3）農業と環境について基礎的な知識と技術が農業の各分野で活用できるよう自ら学び、農業の振興や

社会貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

学 習 の 

到 達 目 標 

１ 農業と環境に関する基礎的な知識と技術を習得する。 

２ 農業と環境について興味が持てるようになる。 

３ 農業クラブ活動について理解を深める。 

４ プロジェクト学習の基礎学習から問題解決能力を高める。 

学 習 の 

留 意 点 

１ 教科書に書かれている結論的な知識や技術をそのまま覚えるのではなく、自分のイメージを組み立て

実践すること。 

２ 農業生物の変化や環境の重要性を理解することで複雑な知識や概念をひとつずつ確認し、検証するこ

と。 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

農業と環境について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるようにする。 

【思考・判断・表現】 

農業と環境に関する課題を発見し、農業や農業関連産業に携わる者として合理的かつ創造的に解決する

力を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

農業と環境について基礎的な知識と技術が農業の各分野で活用できるよう自ら学び、農業の振興や社会

貢献に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

 

12 ガイダンス 

第１章 農業と環境を学ぶ、 

・農業学習とは何か 

・農業と環境の学び方 

第４章 イネの栽培と利用 

・播種 

意見発表会について 

【知】農場や施設の正しい利用の仕方

について理解している。 

【思】危機管理を意識した実習とはな

にか判断することができる。 

【態】産業教育としての農業教科を学ぼ

うとする意欲を持ち探究しようとし

ている。 

【知】定期考査 

   活動観察 

【思】定期考査 

   実習記録簿 

【態】実習記録簿 

   活動観察 

５ 12 第４章 イネの栽培と利用 

・水田の栽培・管理 

・田植え 

カボチャの栽培・管理 

・播種 

【知】イネ・カボチャの播種と発芽・育

苗に関する基礎的な知識を身に付

け、その方法を理解している。 

【思】イネ・カボチャの生育上の特徴を

踏まえた播種が行えている。 

【態】イネ・カボチャの栽培管理につい

て学ぼうとする意欲を持ち探究しよ

うとしている。 

【知】定期考査 

   活動観察 

【思】定期考査 

   実習記録簿 

【態】実習記録簿 

   活動観察 

６ 12 第２章 私たちの暮らしと農業・農村 

・人間と植物・動物とのかかわり 

・農業と食料供給 

・農業・農村の役割 

・これからの社会と農業・農村 

第４章 イネの栽培と利用 

・生育調査 

技術競技大会について 

【知】イネ・カボチャの生育に関する基

礎的な知識を身に付け、生育調査と

その方法を理解している。 

【思】イネ・カボチャの生育上の特徴を

踏まえた栽培管理ができる。 

【態】イネ・カボチャの栽培と利用につ

いて興味・関心を持ち、主体的に学習

に取り組もうとしている。 

【知】定期考査 

   活動観察 

【思】定期考査 

   実習記録簿 

【態】実習記録簿 

   活動観察 

７ 12 第３章 栽培と飼育の基礎 

・作物の特性と栽培のしくみ 

第４章 イネの栽培と利用 

・生育調査 

第４章 トマトの栽培と利用 

・生育調査 

実績発表大会について 

【知】イネ・カボチャ・トマトの栽培と

利用に関する基礎的な知識を身に付

け、その仕組みを理解している。 

【思】イネ・カボチャ・トマトの栽培と

利用について説明できる。 

【態】イネ・カボチャ・トマトを栽培す

る意義や特徴について興味・関心を

持ち、主体的に学習に取り組もうとし

ている。 

【知】定期考査 

   活動観察 

【思】定期考査 

   実習記録簿 

【態】実習記録簿 

   活動観察 

８ 12 第３章 栽培と飼育の基礎 

・作物を取りまく環境とその管理 

カボチャの栽培・管理 

・生育調査 

第４章 ダイズの栽培と利用 

コース選択についてのガイダンス 

分会の決定 

 

【知】カボチャ・ダイズの栽培と管理に

ついて基礎的な知識を身に付け、その

仕組みを理解している。 

【思】カボチャ・ダイズの栽培と利用に

ついて説明できる。 

【態】カボチャ・ダイズの栽培・管理に

興味・関心を持ち、主体的に学習に取

り組もうとしている。 

【知】定期考査 

   活動観察 

【思】定期考査 

   実習記録簿 

【態】実習記録簿 

   活動観察 
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９ 12 第３章 栽培と飼育の基礎 

・家畜の特性と飼育 

第４章 イネの栽培と利用 

・生育調査 

第４章 ジャガイモの栽培と利用 

【知】イネ・ジャガイモの収穫のタイミ

ングに関する基礎的な知識を身に付

け、その仕組みを理解している。 

【思】イネ・ジャガイモの収穫のタイミ

ングについて理解して説明でき。 

【態】イネ・ジャガイモの収穫の方法に

ついて興味・関心を持ち、意欲的に取

り組もうとしている。 

【知】定期考査 

   活動観察 

【思】定期考査 

   実習記録簿 

【態】実習記録簿 

   活動観察 

10 12 第４章 花壇用草花の栽培と利用 

羊の飼育と利用 

第４章 イネの栽培と利用 

・収穫、乾燥施設の見学 

【知】イネ・ジャガイモの収穫に関する

基礎的な知識を身に付け、その仕組み

を理解している。 

【思】イネ・ジャガイモの収穫の方法に

ついて理解している。 

【態】イネ・ジャガイモの収穫に興味・

関心を持ち、主体的に実習に取り組も

うとしている。 

【知】定期考査 

   活動観察 

【思】定期考査 

   実習記録簿 

【態】実習記録簿 

   活動観察 

11 12 第４章 ニワトリの飼育と利用 

第４章 ウシの飼育と利用 

【知】ニワトリ・ウシの飼育と利用に関

する基礎的な知識を身に付け、その仕

組みを理解している。 

【思】ニワトリ・ウシの飼育と利用につ

いて理解している。 

【態】ニワトリ・ウシの飼育と利用に興

味・関心を持ち、主体的に実習に取り

組もうとしている。 

【知】定期考査 

   活動観察 

【思】定期考査 

   実習記録簿 

【態】実習記録簿 

   活動観察 

12 12 カボチャの栽培・管理 

 ・加工実習 

食品コースについて、白衣の着方 

【知】各文会の活動内容を理解してい

る。 

【思】自分が入った分会の活動内容に

ついて説明できる。 

【態】各文会の活動に興味・関心を持ち、

主体的に取り組もうとしている。 

【知】活動観察 

 

【思】実習記録簿 

 

【態】実習記録簿 

   活動観察 

１ 12 コース選択についてのガイダンス 

・加工室について 

【知】各文会の活動内容を理解してい

る。 

【思】自分が入った分会の活動内容に

ついて説明できる。 

【態】各文会の活動に興味・関心を持ち、

主体的に取り組もうとしている。 

【知】活動観察 

 

【思】実習記録簿 

 

【態】実習記録簿 

   活動観察 

２ 12 コース選択についてのガイダンス 

・食品コースで学習すること 

意見発表大会について 

【知】各文会の活動内容を理解してい

る。 

【思】自分が入った分会の活動内容に

ついて説明できる。 

【態】各文会の活動に興味・関心を持ち、

主体的に取り組もうとしている。 

【知】活動観察 

 

【思】実習記録簿 

 

【態】実習記録簿 

   活動観察 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

農業 課題研究 １ 必修 1 農業教員 

 

使用教科書 なし 

使用副教材  

科目の目標 プロジェクト学習や専門教科の学習と関連付けて考え、考察する能力を養い、実践的・

体験的な学習を行い、主体的に課題解決できる資質・能力を育成する。 

学 習 の 

到 達 目 標 

１ 課題解決のための学習活動を通して、各科目で学習した知識と技術を再確認し、自ら

の課題解決に活用できるより高度な知識と技術を深化・総合化し、体系的・系統的に理

解し、身に付けられる。 

２ 現状の把握や分析などを通して農業に関する課題を自ら発見し、学習の目的や課題を

意識しながら計画的に課題解決を図り、記録、評価、検証、まとめ、発表を通し、科学

的な根拠に基づいて創造的に解決する能力を養う。 

３ 課題に取り組む学習活動を通して、自らの課題解決能力の向上を図り、主体的かつ協

働的に農業の振興や社会貢献に取り組む態度を養う。 

学 習 の 

留 意 点 

 日頃から自主的に活動し、結果や課題を分析し改善につなげる能力を身に付ける。 

 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、相互に関連付けられた技術

を身に付けるようにする。 

【思考・判断・表現】 

農業に関する課題を発見し、農業や農業関連産業に携わる者として解決策を探求し、科

学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働

的に取り組む態度を養う。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

10 ６ ガイダンス 

コース制と分会活動について説明 

分会活動ローテーション 

（園芸作物・畜産・農産加工・乳肉加工） 

【主】課題を解決する力の向上を目指して自

ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的か

つ協働的に取り組む態度を養う。 

 

【主】参加状況観察 

８ 11 分会活動ローテーション 

（園芸作物・畜産・農産加工・乳肉加工） 

分会配属の決定 

 

【主】課題を解決する力の向上を目指して自

ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。 

【主】参加状況観察 

 

２ 11 各分会実績発表大会に向けた活動 

実績発表大会 

【主】課題を解決する力の向上を目指して自

ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。 

【主】参加状況観察 

１ 

３ 

６ 

１ 

次年度の計画を立てる 【主】課題を解決する力の向上を目指して自

ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。 

【主】参加状況観察 
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教科名 科目名 学年 履修形態 単位数 担当者 

農業 総合実習 １ 必修 1 農業教員 

 

使用教科書 なし 

使用副教材  

科目の目標 農業のスペシャリストに必要な問題解決能力や自己教育力などを育成するとともに、プ

ロジェクト学習や専門教科の学習と関連付けて考え、考察する能力を養い、実践的・体験

的な学習を行い、社会を支え産業の発展を担う職業人としての資質・能力を育成する。 

学 習 の 

到 達 目 標 

１ 課題解決のための学習活動を通して、各科目で学習した知識と技術を再確認し、自ら

の課題解決に活用できるより高度な知識と技術を深化・総合化し、体系的・系統的に理

解し、身に付けられる。 

２ 現状の把握や分析などを通して農業に関する課題を自ら発見し、学習の目的や課題を

意識しながら計画的に課題解決を図り、記録、評価、検証、まとめ、発表を通し、科学

的な根拠に基づいて創造的に解決する能力を養う。 

３ 課題に取り組む学習活動を通して、自らの課題解決能力の向上を図り、主体的かつ協

働的に農業の振興や社会貢献に取り組む態度を養う。 

学 習 の 

留 意 点 

 日頃から自主的に活動し、結果や課題を分析し改善につなげる能力を身に付ける。 

 

評 価 規 準 

 

【知識・技能】 

農業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、相互に関連付けられた技術

を身に付けるようにする。 

【思考・判断・表現】 

農業に関する課題を発見し、農業や農業関連産業に携わる者として解決策を探求し、科

学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

課題を解決する力の向上を目指して自ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働

的に取り組む態度を養う。 
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年間学習計画 

評価の観点（知：知識・技能 思：思考・判断・表現 態：主体的に学習に取り組む態度）   

月 
時

数 
単元・学習内容 評価規準 評価方法 

４ 

 

5 農業クラブ入会式 

FFJファイル記入 

クラス意見発表大会 

総会クラス審議 

【主】課題を解決する力の向上を目指して自

ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的か

つ協働的に取り組む態度を養う。 

 

【主】参加状況観察 

５ ４ 農生会総会 

プロジェクト計画発表会準備 

校内意見発表大会 

【主】課題を解決する力の向上を目指して自

ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。 

【思】プロジェクト学習について課題を解決

する力の向上を目指し自ら学び、農業の振興

や社会貢献に主体的にと取り組むことがで

きる。 

【主】参加状況観察 

 

 

【思】自分の役割を理解し実

践することができる。 

 

 

６ 5 校内技術競技大会 

北北海道意見発表大会 

【主】課題を解決する力の向上を目指して自

ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。 

【主】参加状況観察 

８ ５ 全道意見発表大会 【主】課題を解決する力の向上を目指して自

ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。 

【主】参加状況観察 

11 

 

 

 

４ プロジェクト中間発表にむけて 

プロジェクト中間発表会 

【主】課題を解決する力の向上を目指して自

ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。 

【主】参加状況観察 

11 ３ 生産物感謝祭 【主】課題を解決する力の向上を目指して自

ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。 

【主】参加状況観察 

１ ３ 総合的探究発表会参加 【主】課題を解決する力の向上を目指して自

ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。 

【思】プロジェクト学習について課題を解決

する力の向上を目指し自ら学び、農業の振興

や社会貢献に主体的にと取り組むことがで

きる。 

【主】参加状況観察 

 

 

【思】自分の役割を理解し実

践することができる。 
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２ ４ 校内実績発表大会に向けた準備 

校内実績発表大会 

校内実績発表大会振り返り 

 

【主】課題を解決する力の向上を目指して自

ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。 

【思】プロジェクト学習について課題を解決

する力の向上を目指し自ら学び、農業の振興

や社会貢献に主体的にと取り組むことがで

きる。 

【主】参加状況観察 

 

 

【思】自分の役割を理解し実

践することができる。 

 

 

３ ２ FFJファイル記入 【主】課題を解決する力の向上を目指して自

ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ

協働的に取り組む態度を養う。 

【主】参加状況観察 
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